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　４月５日（水）、都の杜う
ぐいすホールにおいて、平成
29年度都留文科大学入学式
を開催いたしました。
　式典は、学科別に２部制で
実施されました。午前10時
から行われた第一部では、初
等教育学科・英文学科・国際
教育学科・専攻科・大学院・
編入生（初等教育学科・英文
学科）、午後１時30分から
の第二部では、国文学科・社
会学科・比較文化学科・編入
生（国文学科・社会学科・比
較文化学科）を対象に行われ
ました。
　入学者の内訳は、初等教育
学科 207 名、国文学科 145
名、英文学科 142 名、社会
学科現代社会専攻 112 名、
同学科環境・コミュニティ創
造専攻 64名、比較文化学科
141名、国際教育学科55名、
文学専攻科３名、大学院文
学研究科 11名、学部３年次
編入 21名であり、合わせて
901 名が都留文科大学に入
学しました。

　会場の大ホールは、入学者
およびその家族などでほぼ満
員となり、小ホールのスク
リーンでも家族が見守る中、
式典が執り行われました。
　新入生代表による挨拶が行
われ、第一部では初等教育学
科の曽根海人さんが「自らの
夢を実現するために何をすべ
きかをしっかり考え、友人た
ちと切磋琢磨しながら、現実
に立ち向かう力を身につけて
いきたい」と、また第二部で
は社会学科の森愛理さんが
「部活動やサークル活動にも
積極的に取り組み、豊かな人
間関係を築くとともに、自ら
を磨いて社会に貢献できるよ
う、成長していきたい」とそ
れぞれの決意を述べてくれま
した。
　最後には、吉田悟氏の指揮
による本学管弦楽団の演奏に
のせて、本学合唱団とともに
学生歌「花のかげ」を全員で
合唱し、厳粛なうちに式を終
了しました。

都留文科大学入学式
今年の入学者は901名

▲当日の様子

▲スカウトストリート企画
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新入生のことば

　暖かな春の陽差しとともに、希望の蕾も膨らむこ
の佳き日に、伝統ある都留文科大学の入学式を迎え
られたことを、大変嬉しく思います。私たちがこの
場にいられるのも、母校の先生方の熱心なご指導や、
家族の愛情、友人たちの励ましなど、多くの方々の
支えのおかげです。そのことを心に留め、これから
始まる大学生活を実りあるものにすべく、日々精進
していきたいと思います。
　東日本大震災と原発事故から六年の月日が経ちま
すが、未だに避難生活を余儀なくされている方々も
大勢います。その後も、地震や豪雨災害などが続き、
多くの尊い命が奪われ、当たり前だった生活が失わ
れています。この辛い状況の中でも、前向きに生き
る方々の姿を通して、私たちは、人と人とのつなが
りの大切さ、諦めずに困難を乗り越えることの大切
さを学ぶことができました。
　現代社会の急速なグローバル化や情報化は、プラ

ス・マイナス両面から私たちの生活に日々変化をも
たらしています。中でも今年は、アメリカの新大統
領就任、イギリスのＥＵ離脱などの大きな出来事が
あり、世界の経済や政治情勢にも大きな影響を及ぼ
しそうです。日本国内を見ても、非正規雇用の増大
や格差の拡大、少子高齢化や教育・福祉の問題など、
私たち若い世代の将来に不安を抱かせる問題が増え
続けています。
　私たちは、このような変化の渦の中で、それぞれ
に新たな夢や目標を抱いて、生きていこうとしてい
ます。しかし、その眼前にはさまざまな壁が立ちは
だかっています。だからこそ、自らの夢を実現する
ために何をすべきかしっかり考え、大学での学びを
糧に、友人たちと切磋琢磨しながら、現実に立ち向
かう力を身につけていきたいと思います。
　都留文科大学には、全国各地から学生が集まって
きます。さまざまな考えや経験を持つ皆さんと共に
学べる環境の中で、勉学に励むことはもちろん、部
活動・サークル活動などでも、お互いに刺激し合い
ながらさまざまな経験を積んで、人として一層大き
く成長したいと考えています。そして、都留文科大
学の学生として恥じることのないよう、また、社会
に貢献できるよう日々努めることをここに誓い、新
入生のことばといたします。

　やわらかな風に包まれて、春の訪れが感じられる
この佳き日に、伝統ある都留文科大学の入学式に臨
むことができ、大きな喜びを感じています。これも、
母校の先生方のご指導や家族の支え、友人たちの励
ましがあってこそだと思います。そのことを心にと
め、四年間の大学生活の中で、それぞれの目標に向
かって成長していきたいと思います。
　東日本大震災以降、豪雨や地震などさまざまな自
然災害が続く中で、多くの尊い命が奪われ、家族を
失った方々もたくさんいます。その辛い日々を乗り
越え、今も尚、復興を目指して努力している方々が
数多くいる中で、私たちは家族と生活し、このよう
に日々学ぶことができます。この一見当たり前に見
える生活のありがたさや、日頃から助け合い支え合　
うことの大切さを改めて感じています。
　今日の社会は、情報化やグローバル化の急速な進
展によって、さまざまな情報や製品を手にすること

ができ、以前に比べて豊かな生活を送れるようにな
りました。しかし、その一方で、新たな格差が生まれ、
人と人との関わりや地域社会の結びつきも薄れてき
ています。また、若者の就職難や少子高齢化、環境
や福祉など、難しい課題が山積しています。
　さらに、イギリスのＥＵ離脱やアメリカの新大統
領就任をはじめとする大きな変化に伴って、世界全
体の経済や政治情勢が不安定な状況に陥っており、
私たちは予測しにくい社会を生きていかなければな
りません。
　だからこそ、大学生活の中で、社会の変化に対応
できる知識と教養を身につけ、主体的に考える力や
想像力・行動力を高めていかなければならないのだ
と思います。また、部活動やサークル活動にも積極
的に取り組み、豊かな人間関係を築くとともに、自
らを磨いて、社会に貢献できるよう、成長していき
たいと考えています。
　今ここにいる新入生は、それぞれ異なった将来の
夢や目標を持ち、これからの大学生活に期待や不安
を抱いていると思いますが、都留文科大学の学生と
して恥じることのないよう、恵まれた環境の中で積
極的に物事に取り組んでいきたいと思います。そし
て、全国から集まった仲間と切磋琢磨しながら、大
学生活が実りあるものとなるよう努力していくこと
を決意し、新入生のことばといたします。

文学部　初等教育学科
新入生代表　曽根海人

文学部　社会学科 
環境・コミュニティ創造専攻
新入生代表　森　愛理

3都留文科大学報　第134号

２０１７年７月７日（金）



　この度、晴れて都留文科大学に入学なさった皆
さん、おめでとうございます。この良き日に、都
留文科大学の教員と職員を代表して、お祝い申し
上げます。また、この日を待ちわびていらっしゃっ
たご家族の皆様にも、心よりお慶び申し上げます。
家族の期待を担ってきたお子さんたちも、きっと
感謝の思いを持っているものと推測いたします。
今から、新入生の皆さんに大学で学ぶ心構えのよ
うなものをお話しいたしますが、ご家族の皆様に
も今後ともご協力いただき、学びの支援ができた
ら幸いに思います。
　英国が EU 離脱を決め、米国では予想外にトラ
ンプ大統領が当選した現在、排除が優先され、国
境を越えて協力するという展望を描くことが「困
難な時代」になりました。しかし、いつかは時代
の振り子は揺り戻すと思われます。
　ちょうど今から 160 年も前、1854 年に英国の
作家チャールズ ･ ディケンズが Hard Times、「困
難な時代」という連載小説を書いています。その
冒頭は、ある市議会議員が次のように演説してい
るところから始まります。

「さて、わたしが必要と考えているものは『事実』
なのだ。ここにいる男女児童たちに、『事実』だ
けを教えてもらいたい。『事実』だけが人生で必
要なのだ。他のことは一切植え付けてはいけない。
(Now, what I want is, Facts. Facts alone are wanted in 
life. Plant nothing else, and root out everything else.)」
　この男は、「空想などしてはいかん (You mustn't 
fancy)」「決して空想などしてはならない (That's 
it! You are never to fancy)」とも言いました。
　教師たちもまた、子どもは口を開けたまま傾け
られた小さな容器 (inclined plane of little vessels)、
小さな水差し (the little pitchers) であり、そこに
事実が満杯になるまで注ぎ込まれるもの (facts 
poured into them until they were full to the brim) と考
えていました。

　要するに、正解を詰め込むことが教育であって、
その他の余地はなかったということです。
　さて、その男、トマス ･ グラッドグライン
ド (Thomas Gradgrind) は、現実主義者 (A man of 
realities) で、事実と計算を重んじる人間 (A man of 
facts and calculations) と描かれていますが、彼は

「人間性という荷物の重さや寸法を測って、正確
に幾らになるかを言うことができるようにしてい
る (ready to weigh and measure any parcel of human 
nature, and tell you exactly what it comes to)」と豪語
していました。

「感性や愛情の育成に身を屈してはならない。決
して不思議に思ったりしてはならないのだ。足
し算、引き算、かけ算、割り算によって、とに
かく全ての事柄に決着をつけよ。決して不思
議 に 思 っ て は な ら な い の だ。(without stooping 
to the cultivation of the sentiments and affections. 
Never Wonder. By means of addition, subtraction, 
multiplication, and division settle everything somehow, 
and never wonder.)」とも言っていました。
　チャールズ ･ ディケンズが描いたのは、義務教
育制度が成立する直前、ちょうど英国で産業革命
が進み、農業から産業 (industry) へと世の中が変
化して子どもたちの生活が勉強一色に塗り替えら
れていく頃の時代です。まさに、子どもたちにとっ
ては「困難な時代」の始まりです。学齢期という「子
ども時代」が有史以来初めて設定されたからです。
　しかし、当の父親であるトマス ･ グラッドグラ
インドは、自分の子育てに失敗します。娘も息子
も、夢を持たなかったからです。
　これより少し後、明治の日本では、我慢して努
力する、時には「おまけします」という意味の「勉
強」という漢語が、学校教育に適用され、study
の訳語となります。習ったことをしっかり覚える
という意味です。
　時は下り、思索家のイワン ･ イリッチ (Ivan 

都留文科大学学長　福田誠治

式　辞
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Illich) が、今から 40 年ほど前、1970 年代のオイ
ルショック前後に「脱学校 (deschooling)」と「脱
病院」という思想を世に提起します。本来人間は
一人ひとりが自分の健康のことを気にかけてい
たはずです。ところが、病院という施設が作ら
れ、資格を持った医師という専門家が治療し、そ
れを国家が管理するという医療制度が整備される
と、皮肉なことに人々は自分の体や心のことを考
えなくなるというのです。病気になったら医者
にかかればよいという思考に陥るからです。過
度な労働さえ強いられ、健康そのものが収奪さ
れる (expropriation of health) と、イワン ･ イリッ
チは分析するのです。これは医療の限界 (limits to 
medicine) であり、医療の復讐 (medical nemesis) で
あるとイワン ･ イリッチは言っています。
　同じ論理で、学校という施設が作られ、資格を
持った教師という専門家が教育し、それを国家が
管理するという学校教育制度が整えられると、逆
に、子どもたちは自分のために自ら学ぼうとしな
くなるわけです。勉強は先生が教えてくれるも
の、その内容はテストで測られるものと思い込み
ます。自分の頭で考えたとしても、もし教科書に
書いてあることと違う考えになった場合には、教
科書を優先するようになります。
　イワン ･ イリッチは指摘します。人々は学校に
入学し、授業という「世話 (services)」を受ける
ようになると、想像力 (imagination) は地を這い、
教えられたこと以外が見えなくなってしまう、と。
生徒たちは、奪われるほどの創造性もなく (They 
do not have to be robbed of their creativity)、自分の
ことをするとか、自分自身になることを忘れてし
まっている。学んでいない (they have unlearned to 
“do” their thing or “be” themselves) と。
　1972 年の UNESCO フォール報告書は学習社会
(learning society) という言葉を初めて用いて伝統的な
学校教育を「教える」場から「学ぶ」場へと変えよ

うとしました。この報告書には learning to be とい
うタイトルがつけられていましたが、日本語訳では、

『未来の学習』となっています。しかし、学習の目
的は「自分自身になること (to be)」だという意味で
す。この言葉は、欧米では、デンマーク王子ハムレッ
トの台詞 to be or not to be を連想させますから、「な
るべきかならざるべきか。それが問題だ」つまり、
自分は何になるべきかと、悩みながら自分で自分の
生き方を選択していく他はないという意味になりま
す。それこそが学習なのだと。
　ですが、日本の教育はトマス ･ グラッドライン
ドの主張とあまり変わることなく続いています。
1990 年代の話ですが、ある国際学力調査で答え
の出ないナンセンスな問題を出したところ、日本
の子どもたちは数字を見つけ出して、それを足し
たり、引いたり、掛けたり、割ったり、一生懸命
解いていたそうです。
　さて、皆さんは、今日から大学生です。学びが
奪われているこの「困難な時代」に、自らの学び
をぜひ取り戻して欲しいと思います。疑問を持ち、
想像し、探究する学びを求めてください。また、
４年間かけてじっくりと自分の人生を振り返り、
かつこれからの人生を展望しながら学んで欲しい
と思います。それを都留文科大学が応援していき
ます。頭の中に人生という地図を描き、探究する
力、学び続ける力をぜひ伸ばしていただくことを
願って、お祝いの言葉といたします。
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　今年度新たに入学センターが設立
されました。その目的は、本学のア
ドミッション・ポリシーに応じた優
れた入学者の確保及び入学志願者の
開拓のための方策の策定並びに入学
試験を適性に実施するための業務を
行い、入学者選抜の充実に資するこ
とです。この目的達成のために行う
主な業務は、入学者選抜の企画立
案、学生募集、大学説明会や高校訪
問・進学相談、アドミッション ･ ポ
リシーの周知及び広報活動、出前講
座などの高大接続教育等々です。
　今後 18 歳人口が減少し、これま
でのように優れた入学者を確保して

いくことはかなりの困難が予想され
ます。本学としては世の中のニーズ
に応じた教育と、優秀な人材輩出の
ための様々な改革は言うまでもあり
ません。一方、受験生の志望大学決
定理由をみると「大学の知名度」「入
試難易度」「就職実績」等が上位を
占めています。
　入学センターはこれら課題につい
て、入試改革をはじめ高校訪問や出
前講義、進学相談等の丁寧な対応を
行い、受験生の志望大学決定のため
の環境を整え、優秀な人材確保に努
力していきます。

　本学には、学科を越えて全学的に活動する
地域交流研究センター、教職支援センター、
情報センター、保健センターなどがあります。
大学が法人化されて以降、このセンターには
専任教員や特任教員が配置されて研究や教育
の質、学生へのサービスを向上させてきまし
た。さらに、昨年７月から本格的にセンター
の見直しを行ってきました。
　国際交流センターは、本学の語学教育を担
い、学生の語学力を向上させながら、本学か
ら留学生の送り出しを担当してきました。ま
た、留学生の受け入れを担当しながら、留学
生向けの日本語教育も行ってきました。しか
し、担当する分野が広すぎるので、日本語も
含めた語学教育研究センターを国際交流セン
ターから分離し、本学の学生のための語学教
育を担当していただくことにしました。早急
にまず、英語教育を改革します。受講生のク
ラスサイズを小さくし、科目には４技能か２
技能かを明記し、授業には受講生の学科を考

慮してテーマ性を持たせます。また、政府の
方針に合わせて CEFR( セファール ) という
国際標準の評価を使うことを考えています。
　入学センターは、2020( 平成 32) 年に新設
される大学入学共通テストに対応します。入
試だけでなく、高大接続にも配慮しながら、
高校と大学が共同して若者の進路選択を支援
する活動に展開していけば幸いです。山梨の
都留の地に大学生を集めるだけの魅力を保
ち、若者にアピールし続けることが期待され
ます。
　共通教育センターは、来年度新設になりま
す。アカデミック ･ スキルズなど初年次教育
や、全学共通の科目を扱うことになります。
大学が専門性や就職率で評価されがちな今
日、大学の入り口のみならず大学教育全体を
見渡して学問研究の意義を問い直す機会を作
り出せたらよいと考えています。

（学長　福田誠治）

セ ン タ ー 改 革

特　集

入学センター長

柳　宏
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　今年度より語学教育センターが独
立することになりました。それを機
に、日本語教育も移り、来年度から、
日本語ができない留学生も受け入れ
られるように、日本語の初級講座も
開設する予定です。
　グローバル化の進展に伴い、外国
語でコミュニケーションをとる必要
性も増大しています。そのため、外
国語教育もより実践的なコミュニ
ケーション力を養成する方向へと改
革していきたいと考えています。特
に英語教育に関しては、専任教員を
充実し、30 名以下のクラスサイズ

にし、学科の専門性にリンクさせた
テーマを元に、４技能の訓練をおこ
ない、最終的には英語でプレゼン
テーションなどができるような教育
にしていきたいと考えています。　
　外国語が得意でない学生にも、苦
手意識を払拭し、達成感をもたせ、
社会に出てからも外国語を活かして
活躍できるように、基礎力を身につ
け、生涯にわたって外国語を学び続
ける動機付けとなるような教育がで
きる体制を整えていきたいと念願し
ています。

入試管理委員会
・入学試験の実施、運営、管理に関すること。

連絡調整

入学センター運営委員会
・センターの管理運営に関すること。
・センターの業務に関すること。

入試選考委員会
・入試の選抜、選考に関すること。

連絡調整

国際交流センター

語学教育センター

留学生の受け入れ・送り出し

（JASTを含め）英語で日本語や
日本文化を教える
共通語学（日本語、英語等）

語学教育センター長

　茂 木 秀 昭

センター体制の再編成
入学センター

国際交流センター・語学教育センター
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新 教 紹員 介 文大に着任するにあたって

　今春より初等教育学科に着任しまし
た、加藤　優です。３月まで埼玉県立大
学で教鞭をとっていました。大学の性格
上、体育の教員養成だけでなく、高齢者
の介護予防事業、転倒予防体操、健康教
育、野外活動など多方面で指導していま
した。前任校に赴任する前は、東京の筑
波大学附属小学校で 12 年間、子どもた
ちの教育とともに、体育のモデル授業を
展開し現場教員のための指導もしていま
した。幅広い指導のなかで気づいたのは、
対象者の「学び」をいかに導き出せるか
ということでした。

　都留文科大学は、初等教育を基盤にた
くさんの教員を輩出している大学です。
小学校の教育は生涯学習に向けた「学び」
の基礎を培う場所だと考えます。「学び」
は年齢とともに広がり深化します。教育
現場では、今、この「学び」を支えられ
る教員が求められていると感じます。そ
のための教員養成に私のこれまでの経験
を活かしたいと思います。よろしくお願
いします。

　今年度から初等教育学科に開設された
特別支援学校教職課程で教員養成にあた
ることになりました。専門分野は知的障
害教育実践研究、発達障害者支援などで
す。山梨県の特別支援学校教員として実
践づくり、学校経営、教育行政などに携
わり、1979 年の養護学校義務制スター
トから今日に至る障害児教育の発展、充
実の歴史を体験してきました。
　近年、特別支援教育の対象者が増加し、
教員の専門性向上が大きな課題となって
います。本学の学生さんが特別支援教育
について問題意識を深め実践力を蓄え

て、学校現場にはばたいてくださること
を期待して後進の育成に当たりたいと思
います。
　また発達障害等のある子どもたちを対
象とした「キャリアデザインワーク」に
取り組んでいます。地域の学校の先生方、
福祉関係の専門家、保護者と連携し、困
難を抱えた子どもの「学校から社会への
移行」について研究するプログラムです。
特別支援教育の課題をともに考えていき
たいと思います。

　今年度より開設の特別支援学校教職課
程で病弱教育を担当しております斉藤淑
子と申します。
　山梨で生まれ育った私にとって、故郷
の地で、教師を目指す学生さんたちと共
に病気の子どもへの理解を深める教育・
研究活動に取り組めることは、とてもう
れしく、光栄なことだと思っております。
病弱教育は、それぞれの自治体によって
学校の設置や制度の運用が異なるのでイ
メージをつかみにくい領域ですが、学生
さんたちから「病弱教育について少しず
つイメージを持つことができた。」「『病

弱』といっても様々なタイプの子どもが
いて、一人ひとりがいろいろな困難から
生まれるストレスや不安と向き合ってい
るのだと思った。」「教師として病いを抱
える子どもたちの模索と探求のプロセス
にきちんと向き合い寄り添っていけるよ
うになりたい。」という感想が寄せられ、
とても頼もしく感じています。共に学ん
でいきたいと思いますので、よろしくお
願いします。

「学び」の基礎を支える

特別支援教育をともに

就任のあいさつ

初等教育学科　教授

加 藤 　 優

初等教育学科 特任教授

原　まゆみ

初等教育学科 特任教授

斉 藤 淑 子
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　国文学科に着任しました小石川正文で
す。国語教育学を担当します。学部、大
学院では国語学が主専攻でしたが、それ
以上の期間、国語教育の実践に関わって
きました。
　かつての恩師の授業風景の１コマ－学
生の出身地を旧国名で、次いで、その地
ゆかりの作家を必ず訊かれました。文大
も全国から学生の集う場所、刺激しあい、
いい出会いをしてほしいと願っていま
す。その昔、早稲田に出講の島村抱月は
休講が多く、授業のあるときだけ、「出講」
掲示が出たといいます。今日では考えら

れないことですが、この言葉、この行為
自体にユ－モアを感じます。話してくれ
た恩師は紅野敏郎先生（近代文学）です。
　教職にあったため、実践と経験を伝え
ていくことが、特任教員の責務・使命と
自覚し、自分がすべきこと、自分でなけ
ればできないことを明確にしていきま
す。研究室では秋元三代の城下町を眺め
る日々、恵まれた環境の下、学生たち、
先生方と一緒に考究すべく、愚直に頑張
りたいと思っています。どうぞよろしく
お願いします。

　2017 年４月から社会学科の憲法担当
教員を務めている樋口雄人です。本学着
任前は、富山県にある法学部のみの小
さな単科大学に６年間勤務しておりまし
て、地方にある大学という点では同じで
すが、この大学の規模、とりわけキャン
パスを闊歩している学生たちの数と活気
ある姿に日々驚かされております。地方
の衰退が言われて久しい中で、これほど
元気な地方大学が存在していることに、
将来への明るい希望を見出すとともに、
この大学で働ける喜びを痛感致しており
ます。

　本学のような地方大学は、少子化が進
む状況において今後も存続してゆくため
に、なぜその地にキャンパスを置いてい
るのかという存在意義を、地域貢献とい
う形で証明する必要がありましょう。本
学の学生は、その多くが都留市外・山梨
県外の出身ですが、彼らがここで過ごす
4 年間、積極的に外に出て地域の人々と
交わり何かの役に立つことを通して彼ら
自身が成長し、そして卒業後は故郷に戻っ
てその地の発展に貢献する、そうした形
で本学も地域に貢献する、そのお手伝い
をこれからできればと願っております。

　今年度、社会学科に着任しました西尾
理です。伝統ある都留文科大学に採用さ
れたことは、驚きとともに感謝の気持ち
で一杯です。
　昨年度まで 33 年間、神奈川県立高校、
東京都立高校に社会科教師として勤めて
いました。その間、全日制普通科高校、
職業高校、定時制、特色のある高校など
様々な制度や生徒のいる学校で経験を積
んできました。その間、さまざまな研究
会や学校の公開研究会に顔を出し、研鑽
に努めてきました。また大学院の博士課
程にも進み、仕事をしながら研究を行っ

てきました。研究や実践を続けてきた思
いは、自分が、あまり勉強ができなかっ
たので、社会科の授業を通して、わかり
やすく、生徒に興味の持てる授業の追求
です。
　学生には、ただ自分の研究成果を教え
るのではなく、また経験のみを伝えるの
でもなく、その実戦の背景や理論、構造
まで踏み込んで、学生自身が自主的に学
んでいけるような授業に努めていこうと
思っています。

縁うれしき ～城下町をながめながら

「地域に貢献する大学」の一員として

学生に自ら考えてきたことを伝えられる喜びを胸に

国文学科　特任准教授

小石川正文

社会学科　教授

樋 口 雄 人

社会学科　教授

西 尾 　 理
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　今春より着任いたしました、松平好人
（まつだいら よしと）です。よろしくお
願い致します。みなさんにご指導を頂き
ながら、近い将来に社会や地域に資する
人材となる学生の育成に精進して参りま
す。
　専門は、経営学の中の組織論、知識経
営論です。前者は「組織の力を大きくす
るにはどうのようにしたらよいのか」、
後者は「新しい製品やサービスはどのよ
うなプロセスを経て創造されるのか」を
大きな問題意識としています。現在は、
中小企業により創出されたイノベーショ

ンがいかにして普及していくのか、とい
うテーマに取り組んでいます。
　学問の各領域は一見独立しているよう
に見えて、実はつながっているので、自
らの関心を狭く限定することなく、つな
がりを意識し、他分野の知見を学び活か
しながら研究を進めることを大事にして
います。出発点が何であっても、「筋道
を立てて理詰めで考える」との姿勢を貫
き、教育・研究に取り組んでいきたいと
考えております。

　2017 年 4 月、国際教育学科に着任い
たしました原和久と申します。専門は、
国際教育と国際バカロレア (IB) 教育で
す。米国中西部で日本語教育に 4 年、日
本の国際学校で IB 教育に 11 年携わっ
た後、2007 年よりニュージーランドに
あるオークランド工科大学教育学部博士
課程に在籍し 4 年半国際バカロレアの現
地調査を行いました。また、帰国後は、
東大阪市の公立小学校長を 5 年間務め、
先生方と共に様々な教育実践に取り組み
ました。この度、担当することになりま
した国際教育関連の講義と研究は、これ

までに行った教育実践や調査・研究、ま
た管理職としての経験が十二分に活かせ
る仕事なのではないかと思っています。
　これから世界に向けて羽ばたこうとし
ている学生たちを応援できるのはこの上
ない喜びです。世界のどこに行っても、
子どもたちを深く理解し、そっと寄り添
い、仲間と力を合わせて前向きに課題に
取り組むことのできるグローバルエデュ
ケーターの育成に向けて、この自然豊か
な都留文の地で研究・教育活動に励みた
いと思います。どうぞよろしくお願い致
します。

　2017 年 4 月より比較文化学科に就任
いたしました齊藤みどりです。出身は山
口県と島根県の県境にある山間の限界集
落です。小学校は全校生徒数 8 人、同
級生１人という環境で育ち、そのあと海
外に姉妹校を持つ東京の私立学校に進学
し、人生の約３分の１を海外で過ごしま
した。都留の景色を見るにつけ、懐かし
いふるさとに帰ってきたようで、毎日楽
しく通勤しています。
　専門は英語圏・仏語圏のカリブ文学と
ポストコロニアル批評で、特にカリブ出
身でイギリスに移り住んだ作家の研究を
してきました。長い留学生活の間、慣れ

ない言語と環境に格闘するなかで、学校
の授業では教わることの少ない、ヨー
ロッパの影の部分、特に移民たちの生活
に興味をもったからです。
　2011 年の東日本大震災と福島原発の
事故後からは、田舎と都市、周縁と中心、
自然と文化の問題に関心を持つようにな
りました。というのもこのような二極的
な対立への問いはポストコロニアルにも
通じているからです。面倒なことを福島
に押し付けてしまった都心の一市民とし
て、身近なポストコロニアル的な状況に
も目を向けていきたいと考えています。

就任のあいさつ

世界に羽ばたく教育者の育成に向けて

就任のあいさつ

社会学科　准教授

松 平 好 人

国際教育学科　教授

原 　 和 久

比較文化学科　准教授

齊藤みどり
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　新設学科設置に伴い、一教授として就
任致しました。15 年間、テニュア（終
身在職権）を持った准教授としてシカゴ
の一番犯罪率の高いと言われるサウス・
サイドで、教育を専門とする公立の大学
で歴史を教えてきました。生涯教育や第
二の人生をと考えて教育を求めている年
配の黒人、ヒスパニック系やアラブ系ア
メリカ人の学生が主の大学で、日本人で
ありながら、アメリカ人にアメリカ史や
アメリカ民族学などを教えるのは大きな
チャレンジでしたが、大変意義深い経験
となりました。在米中は、アフリカ、ア

メリカ大陸など多くの国を旅し、サバ
ティカルでは 1 学期間、研究の傍らカリ
ブ海のプエルト・リコの大学で日本語と
文化を教えました。本学着任の為、20
数年ぶりの日本帰国となり、言語を含め、
逆カルチャーショックを受けつつ慣れな
い毎日を送っておりますが、どうぞこれ
からもよろしくお願い致します。

　国際教育学科に着任いたしました、山
辺と申します。専門は教育の倫理、教師
教育学で、主に教師のリフレクションに
ついて研究しています。
　学校では「振り返り」がよく用いられ
ます。アメリカの教育学者ジョン・デュー
イが主著『民主主義と教育』（1916 年）
の中で「思考という要素をなんら含まな
いでは、意味を持つ経験はあり得ない」
と語った通り、子どもに活動や経験をさ
せることはとても重要である一方で、そ
の活動や経験を振り返り、意味づけをす
ることで、「意味を持つ経験」に昇華さ

せることもまた、極めて重要です。リフ
レクションとは、こうして経験を意味の
あるものに昇華させる営みを指します。
　では、子どもにリフレクションをさせ
たいと願う教師自身は、十分に自身の教
育活動をリフレクションすることができ
ているでしょうか？　こうしたことを問
いかけながら、卒業後も学び続けられる
学生・教師の育成を目指します。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

　国際教育学科講師となりました前島礼
子です。専門はアッシリア学で、主な研
究テーマは、紀元前 7 世紀ごろに栄え
たメソポタミア北部のアッシリア帝国に
おける文化と政治との関係です。現在は
ウィーン大学哲学文化学部、東洋学研究
所の博士候補生として、帝都ニネヴェに
あった王宮図書館の政治性について研究
しています。同時に、この王立図書館が
アッシリア学上重要な発見とされること
から、19 世紀にはじまるアッシリア学
の学問史についても研究しています。さ
らに、日本で 14 年間小中高等学校の社

会科教師をしており、前任校では IB の
指導もしていたことから、IB が掲げる

「グローバル」教育と「ローカル」教育
との関係性にも注目しており、現在は市
民性を切り口に、ドイツ・オーストリア
の現地校と IB 校との比較研究にも取り
組んでおります。いろいろと多岐にわ
たっていますが、共通するテーマは知と
権力との関係性です。どうぞよろしくお
願いいたします。

文大に着任するにあたって

教師自身が問い続け、学び続けること

就任のあいさつ

国際教育学科　教授

森 川 鈴 子

国際教育学科　講師

山辺恵理子

国際教育学科　講師

前 島 礼 子
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I was born and raised in the world’s 
second largest French-speaking city : 
Montreal, Canada. In high school, thanks 
t o  Herman  Hesse ,  and  Emerson  t he 
transcendentalist, I developed a keen passion 
for Eastern religions, mysticism, philosophy, 
psychotherapy, psychology, and sociology, and 
feverishly devoured books on those subjects 
in my free time. However, my formal studies 
were in European history and literature. 
Though historians can always change the path 
they are on, at some stage they have to decide 
whether or not to devote themselves entirely 
to research, and live in a vault stacked with 

books, or choose a less cloistered life, and 
teach. I opted for the latter. 

Apart from a European history class that 
I developed and taught for 9 years at the 
recently lamented Bunka Gakuin, I have 
spent the last 22 years teaching English 
to Japanese ranging in age from five to 
ninety. After 12 years as a part-timer in 
the Comparative Cultures Department at 
Tsuru, I have been enlisted to prepare Global 
Education Department students for a six-
month stay in Europe. I sure hope it works 
out smoothly.

　2017 年より語学教育センターの専任講
師として着任いたしましたニコラス・デル
グレゴです。私はアメリカのペンシルバニ
ア州フィラデルフィア出身で、ペンシルバ
ニア州立大学を卒業しています。初めて来
日したのは、大学生のときに関西外国語大
学の交換留学プログラムに参加したときで
す。その後、アメリカに戻り母校で修士号
を取得。外国青年招致事業である JET プ
ログラムの英語教師として再来日し、佐賀
県の中学校に赴任しました。それから 10
年ちかく、ずっと日本に在住しています。
JET プログラムが終わった後は、名古屋
外国語大学で講師を勤めたあと、早稲田大

学大学院で教育学について学び、昨年まで
桜美林大学で講師をしていました。
 　私は、前任の大学でライティングセン
ターを立ち上げた実績があり、学生たちの
英語力が向上していく姿を目の当たりにし
ました。都留文科大学でも将来、同センター
を設立し、皆さんの英語力向上のサポート
をしたいと考えています。
 　都留文科大の学生は優秀で、毎日の授
業が楽しみです。私の趣味は筋トレと旅行
なのですが、そういった話題についても皆
さんとお話したいですね。もし私をキャン
パスで見かけたら、気軽に声をかけてくだ
さい。

　この度、情報センターの専任教員とし
て着任しました相澤崇と申します。3 月
までは、琉球大学教育学部の小学校コー
スに籍をおき、情報教育や教育工学に関
する授業を担当しておりました。また、
社会貢献として文部科学省「学びの推
進プロジェクト（ICT 活用推進コース」
や総務省「ドリームスクール推進事業」
等に携わり、学校教育における ICT 活
用普及モデルの開発や先駆的な ICT の
利用方法に関して実証研究を行っており
ました。本学においても引き続き、学生
の皆さんに対する情報リテラシー育成や

社会貢献に関する仕事に関わっていく所
存です。
　ところで、次期学習指導要領では、社
会の情報化に対応するために、小学校に
おけるプログラミング教育が必修化さ
れ、授業における効果的な ICT の活用
が求められております。大学の授業にお
いても、学生の皆さんが実践力を身につ
けられるように努めていきたいと思って
おります。どうぞ宜しくお願い致します。

文大に着任するにあたって

文大に着任するにあたり

国際教育学科　特任講師

James Henderson

語学教育センター　講師

Delgrego, Nicholas

情報センター　准教授

相 澤 　 崇
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　私は 2016 年４月から約１年間、University of 
Auckland（New Zealand）に客員研究員として
滞在し、社会的認知や心理測定学の研究に取り
組んできました。
　社会的認知とは、“ 社会的存在である他人や
自分をどのように理解するのか ” ということを
実験や調査によって明らかにしていく分野なの
ですが、この学外研究では潜在的自己認知の研
究に取り組んできました。簡単にいってしまえ
ば、“ 自分では気づいていない自分自身 ” ある
いは “ 気づいてはいるけど、他人に知られたく
ない自分 ” のことです。当然ながら、日本の心
理学研究において王道ともいえるアンケート調
査では、潜在的自己認知を数値データとして浮
かび上がらせることはできません。また、かつ
て一世を風靡したロールシャッハなどの投影法
はその妥当性や信頼性に不備があるので、使い

物になりません。そこで 1990 年頃に開発され、
近年洗練されてきた潜在連合テスト（Implicit 
Association Test; IAT）という技法を使って潜在
的自己認知を測定するのですが、残念ながら子
ども用の IAT はありませんでした。ですから、
今回の学外研究ではその開発に取り組んできま
した。あちらでは試験的に何人かの子どもに実
施してきたのですが、統計的分析に耐えうるだ
けのサンプルは確保できていません。今後も引
き続き子どもの潜在的自己認知の測定および研
究を行っていきたいと思います。
　また、心理測定学についても大変多くのこと
を学んでまいりました。統計学科の講義にもぐ
りこんだり（意外にバレませんし、バレても歓
迎されました）、現地の研究者と交流したりし
ながら、項目反応理論（Item Response Theory; 
IRT）の理論や分析方法を（まだ不完全ながら）

習得してきました。IRT を使っていろいろ
なテスト（学力テスト、心理テスト）の分析
をしてみたのですが、今まで誰も知らなかっ
たテストの素性（精度、有用性）が明らかに
なって面白いと思うと同時に、ちょっとおそ
ろしくもなりました。日本では入試、卒論、
採用試験、資格試験など人生の節目には必ず
といっていいほどテストが実施されます。テ
ストは人の人生を左右しかねないほどに大き
な影響力を持っている（ハイステークス・テ
スト）わけですから、IRT をはじめとする
テスト理論によってテストの素性を明らかに
して、受験者やその関係者に対して説明責任
を果たせるよう備えておくべきでしょう。
　最後に、学部・学科改編の最中に学外研究
の機会をいただけたことにこころより感謝と
お詫びを申し上げます（苦笑）。

学外研究報告書

初等教育学科　教授　市　原　　　学

Clock Tower
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　このたびは、大変貴重な学外研究の一年間を
いただき、みなさまに心から感謝いたします。
特に初等教育学科の先生方には、特別支援免許
課程認定、新学科準備など近年にない忙しい年
度の中でお時間をいただき、ありがとうござい
ました。
　私は、この貴重な機会に、あっという間に駆
け抜けてきた 30 年を超える臨床心理士として
の自分自身のありようを振り返り、これからの
立ち位置を再確認したい思いで、家族をほった
らかして神戸で一年を過ごしました。神戸には、
設立当初から関わっている日本精神分析的自己
心理学協会の訓練研究所があります。その正規
訓練生として初心に戻り、授業、訓練面接、スー
パーヴィジョンなどを受けてきました。さまざ
まな現場でさまざまな困難を抱える方々にお会
いし一緒にあがく中で、よく言えば臨機応変に、
でも実は全くの自分の思い込みや決めつけで動

いてきたことを改めて痛感してきました。かじ
りっぱなしの知識や振り返ることのない経験は
恐ろしいものです。歳を経るごとに歪んだ確信
が生まれ、物事が「わかる」ような気になって
いきます。援助という微妙な力関係が生じやす

いなかにおいて、それがいかに恐ろしいことか
を自分に言い聞かせてきたつもりではありまし
たが、とんでもありませんでした。初っ端から
自己流のオンパレード。自分の言動の意味を問
われても「直感的に」と答えたくなる自分にまっ
たく自己嫌悪でした。
　この 30 年なにをしてきたんだろうと落ち込
みそうな私を、神戸の街はまさに「暖かく包ん
で」くれました。船の汽笛と立ち退きに抗して
生き残っている商店街の音楽が聞こえる部屋
で、散歩コースを考えるのはとても嬉しいひと
時でした。海と街と山。懐かしい関西弁と純喫
茶。徒歩 30 分圏内にすべてがそろい、住んで
いる町が手のひらに乗っているという感覚さえ
沸き起こりました。ハーバーランドの一角には、
阪神淡路大震災で破壊された港の岸壁がそのま
まに残されています。観覧車を背景に斜めに倒
れかけた街灯は、この街の 20 数年の気が遠く

なるような歩みを思い起こさせます。9 月に訪
れた福島の帰還困難区域、10 月に訪れた沖縄
県高江の森。人間は本能的に自らを守り支える
ものを知っているのかもしれません。見慣れた
風景、いつもの音、匂い、風の肌触り、そして
そこに生きる人々の暮らし。そういったものか
ら何気ない、しかし大きな力をもらいながら、
私たちは生きています。
　神戸の街で初心に戻りながら、人はどのよう
に傷つくのか、そして人が生きることを支える
ものは何かをさまざまな感覚を通して感じ考え
てきた一年でした。理論的にシャープになって
帰ってくる予定でしたが、その夢は完全に破れ
ました。でもまあ、子どもたちや親御さん、先
生方とともかくじっくり会っていこうと改めて
覚悟できたことは大きな収穫だったと感じてい
ます。今後ともよろしくお願いいたします。

本当に大切なことを
忘れないために

初等教育学科　教授　筒　井　潤　子

ハーバーランド　神戸港震災メモリアルパーク
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　学科も大学も改革に向けて業務が増えて大変
なこの時期に、28 年度後期半年間の学外研究
の機会をいただけたこと、皆様のサポートあっ
てのことと感謝申し上げます。
　私の研究領域は、前回の学外研究時 (2001
年 ) にインドのデリー大学の客員教授としてイ
ンドに滞在したことが縁で、オーソドックスな
英文学からインド英語文学を中心にフィールド
ワークを行う研究に代わってきました。今回私
にとって最後の学外研究をどこにするかについ
て、長期間家を留守にできないという個人的事
情もあり、また、印パ分離独立文学について
の 15 年間の研究をまとめた本を出版し燃え尽
きてしまったということもあり迷っている中
で、ご縁がありカリフォルニア大学バークレー
校ジェンダー学研究科の Beatrice Bain 研究グ
ループ所属客員研究員として受け入れていただ
くことになりました。

　10 月 1 日から 1 か月半という短い滞在期間
（一度大学の用事で帰国）であったため、寮や
部屋を借りることができず、しばらくホテルを
転々とし落ち着かない生活でしたが、それでも
ここでの研究生活は非常に有意義でした。滞在
期間が短いということで研究会での最初の発表
者 ( ジェンダー研究の視点から見た R.  タゴー
ルの女性の身体表象について ) に指名され、政
治学や社会学など研究領域の異なる研究者から
の思いがけない鋭いご指摘を頂き、研究意欲を
掻き立てられたことは有難く貴重な経験になり
ました。
　再入国した日はアメリカ大統領選挙結果がで
た日であり、思いがけない結果に大学全体が衝
撃を受けた日でした。全教職員に向けて冷静な
対応を呼びかける学長からの異例のメールが届
き、学生たちが泣き崩れ授業が成り立たないと
いうクラスも少なくなかったようです。私はい

くつかの授業を参観させていただいていました
が、教員も学生も多様な国々からの移民が多
く、中には親が不法移民であるため家族が引き
裂かれるという不安におびえていた学生もいま
した。さっそく、学生支援担当者が集会を開き、
そこに多くの教員が参加し、自分の性自認やど
この移民であるかについて語り、学生の権利を
守ることを約束するとの決意表明に学生が歓呼

の声を上げていましたが、しばらく大学全体は
異様に暗い日々が続きました。
　他の活動としましては、国際人文学会（ハ
ワイ）での研究発表（20 世紀初頭の日本英語
文学について）や、インドのデリー大学 Janki 
Devi Memorial College のセミナーでインド英
語文学について講義する機会がありましたが、
インドの学生が文学批評理論にもかなり精通し
優秀であることを知り冷汗をかいたりもしまし
た。また、長年の友人でデリー大学の学部長を
定年退職されたばかりのマラシュリ・ラル教授
宅で開かれた研究会（国際学会にも匹敵するほ
どの英語文学研究の第一人者たちがご参加）や、
インド文学アカデミー主催の文学祭にも招待さ
れ、多くの研究者たちと意見交換ができ研究意
欲を掻き立てていただき、学外研究制度の重要
性を再認識した次第です。

学外研究報告
―トランプショックに揺れるバークレーにて

　　英文学科　教授　大　平　栄　子

▼

インド文学アカデミー主催の文学祭にて
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　2016 年度後期に在外研究期間を得て、米国
ロスアンゼルスにある南カリフォルニア大学に
てその大部分を過ごすこととなった。もちろん
米国でのコリア研究を知りたいということは
あったが、在米韓国人の暮らしを調べることに
最も関心があった。在米韓国人は市民権、永住
権を持つ者だけでも 160 万人を超え、センサ
スでとらえられない者たちも含めればおそらく
は 200 万人を超えており、中国にいる朝鮮族

（190 万人）を超えて韓国朝鮮系のエスニック
集団としては最大規模となりつつあるばかりで
なく、世界銀行総裁を輩出するなど政治経済的
な力は注目される。解放後韓国から中産階級の
人々がより一層の上昇を求めて移民した人々が
多いことも特徴であり、在日韓国朝鮮人の未来
を考える上でぜひ肌で知りたかったのである。
　宿舎はコリアタウンの真ん中のホテル風の下
宿に定めた。かつて黒人暴動の標的とされ、自

身たちで銃を持ち自衛したタウンはすでにその
被害に気づかないほどきれいな町並みとなって
いた。このホテルの韓国系のオーナー夫妻は移
民としてアルゼンチンで 15 年ほど暮らし、米
国に再移住し 20 年ほど経過したとのことで、
英語はあまりできないが、スペイン語が堪能で、
米国にいるラティーノたちを雇用して店の経営
をしてもいた。私が入居した翌日にアルゼンチ
ンから韓国系の友人夫婦がやってきたが、会話
の内容は教会に関することが多く新鮮であっ
た。　
　ロスアンゼルスでは二重言語教育として英語
と韓国語が学習できるというが、実際は韓国語
科目は１日に１時間ほどしかないにもかかわら
ず、韓国語がネイテイヴ並にできる人も多くい
た。彼（女）らは主に教会内で韓国語学習をす
ることができ、時には母国語学留学もかなりし
ているとのことである。教会の圧倒的な存在感

は、日系、中国系と全く異なる点であった。
　ほかのマイノリティーとの関係では、黒人、
ラティーノとの相互関係を肌で感じることがで
きた。まず移民した韓国人は黒人地区に暮らし
商売をしたが、それは地価が安いこと、現金で
買ってくれるため消費税を払わなくていいこと
などのためであった。しかし子供は黒人の学校
に通い相当大変な思いをしたようで、まさに体
を張って生き抜いてきたのである。また中南米
からの出稼ぎ、移民労働者たちは、法定の最低
賃金以下で働いてくれ、将来は米国で１億人を
超えるというほどの多数になるという。彼らは
不便な住居環境にもかかわらず、本当によく働
き勤勉である。韓国人の経営する店ではその従
業員の多数をラティーノたちが占めており、一
部は韓国語を理解できる人もいた。外から見て
いた米国のヒスパニック問題とは何か、コリア
ンとの関係で初めてよく理解できたのである。

トランプ政権の誕生で今マイノリティーたちは
不安におそわれているが、おそらくこの流れは
変えることができないであろう。様々なことを
学び得た貴重な機会であった。

在外研究を終えて

比較文化学科　教授　邊　　　英　浩

南カリフオルニア大学
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講演会だより

　本学の教員志望者やジェンダー学
に関心のある学生にとって、日本の
少女たちの支援を行う仁藤さんの活
動を知ることは、一つの問題提起に
なると考え開催した。
　当日はスライドと仁藤さんが出演
した番組を映しながらわかりやす
く、ご自身の活動、少女たちの現
状、日本の制度を説明してくださっ
た。Colabo が支援している少女た
ちは悲しい境遇に置かれていること
が多いが、仁藤さんと接するうちに
前向きになってくれるようだった。
日本の現実として、生きづらい若
者は多い。虐待件数は 2015 年に 10
万 3 千件を超えていたり、10 代の
自殺者は年間 500 人を超えること
など、具体的な数字は私たちを驚か
せた。仁藤さんは居場所が無い高校
生を「難民高校生」と呼ぶ。仁藤さ
んは恩師に会って自分が変われたこ
と、子どもたちが頼れる大人を持つ
ことが重要だと語る。学会事務局員
を含め 30 人近くの学生と先生方が
講演を聞いた。図書館４階の学習室
は満員になり、全員が興味深く話を
聞いていたようだった。90 分の講
演のあと、質疑応答を 15 分程度行
い、終了後は仁藤さんと直接話す時

間を設け、多くの人が感想を交換し
あった。仁藤さんは「女性だけでは
なく、男性も熱心に聞かれ感想を教
えていただいた。この活動に関心を
持ってくれる子がたくさんいて嬉し
い。」などと言われた。
　多くの学生から「先進国の日本で、
多くの少女たちが悲しい現状に置か
れている事実を知らなかった。」と
いう意見をもらった。メディアで報
じる青少年の非行には当事者だけの
問題ではなく、周りの大人、行政の
制度にも責任がある。
　Colabo は支援者や寄付を募集し
ているので、私たちが出来ることも

多い。周りに気になる青少年がいた
ら声をかけると共に、著書を渡して
ほしいと仁藤さんは訴える。今後も
活動に注目して自分にも出来る支援
をしたいと思う。ジェンダーに関す
るの授業の中で、海外の少女の人身
売買、売春、強制的な結婚などが取
り上げられることが多いが、日本の
少女たちにも目を向けてもらえるよ
うになると講演を企画した意義があ
る。今後も有意義な学会活動を行っ
ていきたい。ご来場いただいた皆さ
ま、講師の仁藤さんに深く御礼申し
上げます。

（比較文化学科４年　笹井加奈子）

2016年度後期比較文化学会主催講演会

『 若 者 の リ ア ル 』 開　催：平成29年１月20日（金）
講演者：仁藤夢乃 氏

講師紹介 仁藤夢乃（にとう　ゆめの）
1989 年生まれ。中学生の頃から街を彷徨う生活を送り、その
経験から自分や友人と同じ立場の少女たちを支援している。大
学在学中から国際支援、被災地支援、高校生に目を向けた活動
を始める。現在、「居場所のない高校生」や「搾取の対象にな
りやすい青少年」の問題を発信するために講演活動やメディア
出演を精力的に行っている。2015 年より、第３０期東京都青
少年問題協議会委員を務める。2016 年に都内で主催した「私
たちは『買われた』」展は話題を呼んだ。

〇著書『難民高校生－絶望社会を生き抜く「私たち」のリアル』
（英治出版2013、筑摩書房2016）『女子高生の裏社会―「関
係性の貧困」に生きる少女たち』（光文社新書 2014）

公式ＨＰ　https://www.colabo-official.net/
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初等教育学科
【企業】

エバーグリーン廣甚株式会社
グリーン・サポート・システムズ株式会社
こぱんはうすさくら
トナミ運輸 株式会社
株式会社 ＰＩＣ
株式会社 エイチ・アイ・エス
株式会社 クスリのサンロード
株式会社 ニトリ
株式会社 マーキュリー
株式会社 レオパレス２１
株式会社 ワークスアプリケーションズ
株式会社 阿波銀行
株式会社 解氏工芸貿易
株式会社 銀座ルノアール
株式会社 秀英予備校
株式会社 富士薬品
株式会社 臨海セミナー
株式会社 エス・ティー・シー
株式会社 テクノアスカ
高崎信用金庫
山形県社会福祉事業団
社会福祉法人 コロロ学舎
社会福祉法人 山梨樫の会 児童養護施設あ
いむ
社会福祉法人 誠信会
社会福祉法人 富岳会
社会福祉法人 江寿会
大和ハウス工業 株式会社
大和証券 株式会社
長谷川ホールディングス 株式会社
東武トップツアーズ 株式会社
独立行政法人 国立病院機構 東海北陸グ
ループ

【教員】
北海道教育委員会
札幌市教育委員会
岩手県教育委員会
山形県教育委員会
福島県教育委員会
茨城県教育委員会
群馬県教育委員会
埼玉県教育委員会
千葉県教育委員会
東京都教育委員会
神奈川県教育委員会
川崎市教育委員会
相模原市教育委員会
新潟市教育委員会
富山県教育委員会

石川県教育委員会
福井県教育委員会
山梨県教育委員会
長野県教育委員会
岐阜県教育委員会
静岡県教育委員会
静岡市教育委員会
愛知県教育委員会
三重県教育委員会
兵庫県教育委員会
神戸市教育委員会
和歌山県教育委員会
鳥取県教育委員会
島根県教育委員会
岡山県教育委員会
岡山市教育委員会
広島県教育委員会
徳島県教育委員会
愛媛県教育委員会
鹿児島県教育委員会
沖縄県教育委員会

【私学】
学校法人 真言宗 洛南学園 洛南高等学校付
属小学校
近畿大学付属小学校

【公務員】
北海道庁
茨城県庁
岡山県警察本部
兵庫県庁
山梨県警察本部
山形県警察本部
和歌山県立医科大学げんき開発研究所
諏訪市役所
山梨県警察本部
伊勢市役所
名護市役所
京都府警察本部
静岡県庁

国文学科
【企業】

AIU 損害保険 株式会社
ＡＰパートナーズ 株式会社
NPO 法人 FREE HELP 長田店
エヌ・ティ・ティ・システム開発 株式会社
カッパ・クリエイト 株式会社
コンピューターマネジメント 株式会社
シュマルツ 株式会社

タマホーム 株式会社
なんと農業協同組合
ヒューマンシーン 株式会社
ヒリングスペースアジアス
モンネ・ルギ・ムック
医療法人 緑生会
学校法人 聖マリアンナ医科大学
株式会社 BANKAN わものや
株式会社 アイキューブ
株式会社 アイティ・コミュニケーションズ
株式会社 アクティブワーク
株式会社 ウエマツ
株式会社 エーツー
株式会社 エスエスワイ
株式会社 オギノ
株式会社 クワトロソリューションズ
株式会社 ゲオホールディングス
株式会社 ぜん
株式会社 デーリー東北新聞社
株式会社 ドリーム・ぽけっと
株式会社 トリドールホールディングス
株式会社 ナガタ
株式会社 ニチコミ
株式会社 ニトリ
株式会社 はせがわ酒店
株式会社 バロー
株式会社 ブロンコビリー
株式会社 マイクロメイツ
株式会社 マッシュ
株式会社 メガネトップ
株式会社 ライズデザインファクトリー
株式会社 ラネット
株式会社 リキッド
株式会社 宮脇書店
株式会社 山善
株式会社 小布施堂
株式会社 星野リゾート
株式会社 静岡中央銀行
株式会社 宙出版
株式会社 北陸銀行
株式会社 臨海セミナー
株式会社 コバヤシ
株式会社 ソラマス・ソフトウェア・サービス
株式会社 テクノプロ・コンストラクション
株式会社 日本アクア
丸善雄松堂 株式会社
新岩手農業協同組合
深谷商工会議所
生活協同組合コープながの
積栄ライフサービス 株式会社
大東建託 株式会社
中部薬品 株式会社
辻のや　花乃庄
東京コンピュータサービス 株式会社
東京不動産管理 株式会社
日本郵便 株式会社
美装社図書館製本 株式会社

富士新幸 株式会社
琉球銀行 株式会社

【教員】
北海道教育委員会
宮城県教育委員会
茨城県教育委員会
群馬県教育委員会
川崎市教育委員会
富山県教育委員会
山梨県教育委員会
静岡県教育委員会
和歌山県教育委員会
広島県教育委員会
愛媛県教育委員会
沖縄県教育委員会

【私学】
学校法人 共栄学園 京都共栄学園中学校・
高等学校
浜松修学舎 中学校・高等学校
ジャカルタ日本人学校
学校法人 川島学園 れいめい中学校・高等
学校

【公務員】
山梨県庁
伊達市役所
三鷹市役所
南アルプス市役所
岐阜市役所
大田原市役所
大月市役所
新潟県庁

英文学科
【企業】

ANA エアポートサービス 株式会社
ＡＮＡホールディングス 株式会社
City　Hill
ＫＩＳＣＯ 株式会社
NCA　Japan 株式会社
アルプス農業協同組合
インクリメント・ピー 株式会社
シミック 株式会社
ベルリッツ・ジャパン 株式会社
ルートイングループ
一般社団法人 休暇村嬬恋鹿沢
海南航空会社
楽天 株式会社
株式会社 ＪＡＬスカイ
株式会社 アイキューブ
株式会社 アクトインフォメーションサー
ビスｱｸﾄｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ
株式会社 アミティー

株式会社 ウエニ貿易
株式会社 エイチ・アイ・エス
株式会社 クロスフォー
株式会社 コークッキング
株式会社 こどもの森
株式会社 ジェイ・エス・エス
株式会社 セラヴィリゾート泉郷
株式会社 ビームス
株式会社 ふゅーじょんぷろだくと
株式会社 プライマリー
株式会社 みちのく銀行
株式会社 リビングライフ
株式会社 岡本工作機械製作所
株式会社 湖山亭 うぶや
株式会社 山梨放送
株式会社 昭和システムエンジニアリング
株式会社 松浦機械製作所
株式会社 星野リゾート
株式会社 日本保育サービス
株式会社 八十二銀行
株式会社 樋口商会
株式会社 富士レークホテル
株式会社 米国三越
株式会社 北國銀行
株式会社 良品計画
株式会社 エクセル エクセルトラベル
株式会社 マイヤ
株式会社 西京銀行
株式会社 飛騨産業
株式会社 福井新聞社
気仙沼信用金庫
秋田信用金庫
静岡銀行
損害保険ジャパン日本興亜 株式会社
多摩川精機 株式会社
大和リビング 株式会社
大和証券 株式会社
長谷川ホールディングス 株式会社
長野信用金庫
日本郵便 株式会社
富士河口湖温泉郷 湖南荘
福岡水産物取引精算 株式会社

【教員】
北海道教育委員会
群馬県教育委員会
神奈川県教育委員会
山梨県教育委員会
長野県教育委員会
岐阜県教育委員会
静岡県教育委員会
静岡市教育委員会
愛知県教育委員会
三重県教育委員会
愛媛県教育委員会

平成 29 年３月卒業生　就職先一覧

　本学の平成 28 年度の就職状況（５月
１日現在）を振り返ってみると、就職率
は、96.9％で、昨年度の95.9％よりも1.0
ポイントの増となりました。一方、文部
科学省と厚生労働省による平成28年度
就職状況調査（国公私立大学から62校
を抽出、こちらは４月１日時点）をみ
ると、今春卒業した大学生の就職率は、
97.6％で、６年連続で上昇しました。平
成９年の統計開始以降、過去最高でした。
これは、２年連続の記録更新です。文系・
理系別では、文系は、97.3％でしたので、
本学も平均的な数字となっていると思い
ます。
　本学では、726名の卒業生（前期卒業
生を含む）を送り出しました。就職希
望者は、619名でそのうち600名の就職
が決まりました。就職率は、前述した
ように、96.9％でした。平成23年度から
90％に回復しましたが、平成25年度が

93.3％、平成26年度が94.9％、平成27年
度が95.9％、平成28年度が前述したよう
に、96.9％で、上昇を続けています。
　就職先の内訳をみると、教員（臨時採
用を含む）は、公立学校と私立学校を合
わせて、177名となり、昨年度の201名
から24名減少しました。小学校が121名、
中学校が30名、高等学校が12名、中高
共通教員が４名、特別支援学校が３名、
私立学校が７名となっています。公立学
校では、北海道から沖縄まで、全国の多
くの都道府県、市で採用されています。
山梨県の32名を筆頭に、静岡県の12名、
神奈川県の11名、長野県の９名、埼玉
県の７名、相模原市の７名といったとこ
ろが注目されます。
　公務員は、78名と昨年の60名から大
分増えました。地方公務員が75名、国
家公務員が３名となっています。このと
ころ、公務員の就職数が、順調に推移し

ています。
　民間企業就職者は、昨年の344名から、
345名と横ばいでした。内訳は、サービ
ス業が140名、卸小売業が61名、金融保
険業が40名、運輸・郵便業が25名、製
造業が23名などとなっています。
　さらに、大学院などへの進学者は、
36名となっており、卒業生のうち、就
職決定者と大学院等への進学者を合わせ
ると、５年連続で８割を超えています。
　以上、昨年度の就職・進学等の状況に
ついて簡単にまとめました。
　このような、全体的には好調な就職率
の中で、さらに重要なのは数字よりも、
質の問題だと思います。キャリア支援セ
ンターでは、教員、公務員、企業のそれ
ぞれの分野で、学生の皆さんの希望にか
なう就職ができるように、今年度も様々
な就職関連行事を通して支援していきま
すので、積極的に参加・活用してください。

昨年度の就職状況を振り返って

副　学　長
（兼キャリア支援センター長）　新 保 祐 司
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【私学】
学校法人日本体育大学 浜松日体中学校
浜松日体高等学校

【公務員】
北海道庁
鹿角市役所
山梨県警察本部
茨城県庁
東京消防庁
北海道庁
相模原市役所
仙台国税局
市川三郷町役場
岡崎市役所
岡山県教育委員会
登別市役所
越前三国競艇企業団

比較文化学科
【企業】

ANA スカイビルサービス 株式会社
ANA ホールディングス 株式会社
JA 氷見市
NSK ワーナー 株式会社
NTT 東日本 南関東
アリオンテック株式会社
アルビス 株式会社
アルプス中央信用金庫
キャメル珈琲 株式会社
シチズン電子 株式会社
スイスポートジャパン 株式会社
スターツコーポレーション 株式会社
セイノーロジックス 株式会社
セイハネットワーク 株式会社
テンプスタッフ 株式会社
まいばすけっと 株式会社
マネージメントサービス 株式会社
ミカワリコピー販売 株式会社
ヨシダ宣伝 株式会社
レバレジーズキャリア 株式会社
一般社団法人 休暇村陸中宮古
沖縄ヤマト運輸 株式会社
株式会社 アウテック
株式会社 アビソル
株式会社 アメニティーズ
株式会社 アルバイトタイムス
株式会社 エー・ピーカンパニー
株式会社 オギノ
株式会社 マルニトータルサービス
株式会社 マルハン
株式会社 ミツハシ
株式会社 ミニミニ
株式会社 メガネのハラダ

株式会社 山梨中央銀行
株式会社 鹿児島銀行
株式会社 住居時間
株式会社 小布施堂
株式会社 星野リゾート
株式会社 荘内銀行
株式会社 東横イン
株式会社 平山
株式会社 北陸銀行
株式会社 綿半ホームエイド
株式会社 JA とちぎ
株式会社 KNOCK
株式会社 アーバンフューネスコーポレー
ション
株式会社 アイアイ・ネットワーク
株式会社 アクセス国際ネットワーク
株式会社 いちまる
株式会社 ウィズ・ワン
株式会社 ヴェリスタ・インベストメント
株式会社 エルテス
株式会社 ソフテス
株式会社 タイムリー
株式会社 テスコム
株式会社 ドッドウエルビー・エム・エス
株式会社 トップホームズ
株式会社 トヨタレンタリース埼玉
株式会社 ハンプティーダンプティー
株式会社 フィールグッド
株式会社 フジ・トラベル・サービス
株式会社 ホクレン商事
株式会社 マルマサフード
株式会社 メガ
株式会社 ワコールホールディングス
株式会社 信興テクノミスト
株式会社 総合オリコミ社
児童養護施設 林鐘園
自家製天然酵母パン＆クラフトビール＆カ
フェのタルマリー
社会医療法人 恵生会　黒須病院
社会福祉法人 こうほうえん
社会福祉法人 飛騨慈光会
昭和保育園
松山総合開発 株式会社 松山全日空ホテル
上田バス 株式会社
神鋼商事 株式会社
西武バス 株式会社
損害保険ジャパン日本興亜 株式会社
太陽電機 株式会社
瀧本 株式会社
中部国際空港旅客サービス 株式会社
東京エレクトロン山梨 株式会社
東日本旅客鉄道 株式会社
東武トップツアーズ 株式会社
東洋言語学院
日産プラザソル 株式会社
日本航空 株式会社
日本年金機構

日本郵政公社 南関東支社
日本郵便 株式会社
野村證券 株式会社
有限会社 プランニングルームゴン

【公務員】
北千葉広域水道企業団
八王子市役所
茨城県庁
古殿町役場
長岡市役所
富山県庁
国土交通省中国運輸局
大月市役所
栃木県庁
特別区人事委員会
関東信越国税局
相模原市役所
岩手県庁
大町市役所
大月市役所

社会学科　現代社会専攻

【企業】
ANA 成田エアポートサービス  株式会社
アクサスホールディングス 株式会社
エスプール 株式会社
サントリービバレッジサービス 株式会社
ダイキン HVAC ソリューション東京 株式
会社
ヤマイチスポーツ 株式会社
リゾートトラスト 株式会社
ルートイングループ
阿南自動車 株式会社
株式会社 ＳＴＥＰ
株式会社 TOKAI ホールディングス
株式会社 エイエイピー
株式会社 クラ・ゼミ
株式会社 ティーガイア
株式会社 レオパレス２１
株式会社 羽中田自動車工業
株式会社 山梨中央銀行
株式会社 秀英予備校
株式会社 静岡中央銀行
株式会社 北陸銀行
株式会社 ウィナス
株式会社 タップ
株式会社 ヨシリツ
株式会社 岩手銀行
株式会社 富士交易
三井住友海上火災保険 株式会社
山形もがみ農業協同組合
社会福祉法人 試行会
清水工機 株式会社
長野県農協直売 株式会社

特定非営利活動法人 さいはら
独立行政法人 労働者健康安全機構
日本郵便 株式会社
富国生命保険 相互会社
矢崎総業 株式会社
有馬温泉 兵衛 向陽閣

【教員】
札幌市教育委員会
静岡県教育委員会
堺市教育委員会
国立信州大学教育学部付属松本中学校
横浜市教育委員会
神奈川県教育委員会
静岡県教育委員会
静岡市教育委員会
石川県教育委員会
東京都教育委員会
山梨県教育委員会
長野県教育委員会
岐阜県教育委員会
埼玉県教育委員会
新潟県教育委員会
愛媛県教育委員会

【公務員】
山梨県警察本部
熊本県警察本部
八王子市役所
栃木県庁
青森県警察本部
東京消防庁
北海道庁
仙台市役所
静岡県警察本部
地方独立行政法人 山梨県立病院機構
横浜市役所
島田市役所
福岡県庁
山梨市役所
都留市役所
大田市役所
三重県警察本部

社会学科　環境・ｺﾐｭﾆﾃｨ創造専攻

【企業】
JA しみず
ノアインドアステージ株式会社
プリントネット 株式会社
ブレーンバンク 株式会社
ベルグアース株式会社
ミサワホーム甲信 株式会社
もつ焼き煮込み　楓
越後さんとう農業協同組合
学校法人 河合塾

株式会社 ＫＧ情報
株式会社 アドバンスドシステムテクノロ
ジー
株式会社 イー・エス・ティ
株式会社 ゲオホールディングス
株式会社 サンキョー（甲斐ゼミナール）
株式会社 ニチイ学館
株式会社 ライズ
株式会社 山梨中央銀行
株式会社 諸長
株式会社 星野リゾート
株式会社 北陸銀行
株式会社 CRAZY
株式会社 SC ホールディングス
株式会社 アヴァング
株式会社 イベント・トゥエンティ・ワン
株式会社 キッズ・コム
株式会社 ステップ情報システム
株式会社 バローホールディングス
株式会社 久栄社
株式会社 三和住宅
株式会社 山形銀行
生活協同組合ユーコープ
船村興産倉庫 株式会社
全国健康保険協会
大丸松坂屋百貨店
大東建託 株式会社
大和証券 株式会社
渡作 株式会社
特定非営利活動法人 グラウンドワーク三島
富士市農業協同組合
北陸ミサワホーム 株式会社
有限会社徳松システム

【教員】
山梨県教育委員会
鳥取県教育委員会
相模原市教育委員会

【公務員】
甲府市役所
都留市役所
岡山県庁
由利本荘市役所
富岡市役所
長泉町役場
南砺市役所
瑞浪市役所
特別区人事委員会
都留市役所
愛媛県警察本部
東京消防庁

表１　平成 19 ～ 28 年度の就職関係データ

表２　平成29年 3 月卒業生（前期卒を含む）の就職先別人数

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

卒業者数A 642 683 667 717 761 735 757 771 754 726

就職希望者数B 490 521 511 530 593 567 600 612 631 619

就職決定者数C 467 492 459 437 544 545 559 581 605 600

大学院等進学者数D 47 53 53 51 57 45 50 45 40 36

就職率C/B×100 95.31 94.43 89.82 82.45 91.70 96.12 93.17 94.93 95.88 96.93

進路決定率(C+D)/A×100 80.06 79.80 76.76 68.06 78.98 80.27 80.45 81.19 85.54 87.6

内訳

企業 309 315 252 217 297 310 324 311 344 345

教員 138 153 169 176 193 178 190 207 201 177

公務員 20 24 38 44 54 57 46 63 60 78

教
　
　
員

小学校 121

中学校 30

高等学校 16

特別支援学校 3

私立学校 7

教員合計 177

公
務
員

国家公務員 3

地方公務員 75

公務員合計 78

民
　
間
　
企
　
業

建設業 9

製造業 23

電気・ガス熱供
給業 2

運輸・郵便業 25

卸小売業 61

金融保険業 40

不動産業 12

サービス業 140

情報処理 33

合計 345

公
立
学
校
都
道
府
県
別
採
用
数
（
臨
採
含
む
）

北海道・札幌市 6 長 野 県 9

岩 手 県 1 岐 阜 県 4

宮城県・仙台市 2 静 岡 県 12

山 形 県 1 静 岡 市 4

福 島 県 2 愛 知 県 4

茨 城 県 5 三 重 県 2

群 馬 県 4 堺 市 1

埼 玉 県 7 兵 庫 県 2

千葉県・千葉市 6 神 戸 市 1

東 京 都 5 和 歌 山 県 2

神 奈 川 県 11 鳥 取 県 3

横 浜 市 1 島 根 県 1

川 崎 市 2 岡山県・岡山市 2

相 模 原 市 7 広島県・広島市 3

新潟県・新潟市 2 徳 島 県 2

富 山 県 5 愛 媛 県 6

石 川 県 6 鹿 児 島 県 4

福 井 県 1 沖 縄 県 2

山 梨 県 32 合 計 170

Ａ Ｃ

Ｄ

Ｂ

19都留文科大学報　第134号

２０１７年７月７日（金）



「授業についての
学生アンケート」の結果から

FD 委員会委員長　平 野 耕 一

項 設問文
2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Ｂ　  あなた自身の授業への取り組みについて セクション平均点 3.79 3.78 3.84 3.80 3.84 3.84 3.90 3.86 

1
あなたはこの授業にどの程度出席しましたか。80％程度 (3 回程度の欠席 ) を ｢普通」とし、5 段階
で答えてください。

4.29 4.13 4.32 4.14 4.35 4.19 4.38 4.20 

2 事前にシラバスを読み、授業の目的、目標、内容を理解して臨みましたか。 3.73 3.78 3.80 3.79 3.79 3.84 3.84 3.83 

3 授業に出席したときは、授業に集中し、熱心に取り組みましたか。 4.02 4.01 4.06 4.01 4.04 4.05 4.10 4.09 

4
この授業について、予習あるいは復習をしましたか。十分に行ったを５、全く行わなかったを１とし、
５～１の範囲で答えてください。

3.07 3.10 3.11 3.13 3.15 3.20 3.21 3.23 

5 授業の内容をよく理解できましたか。 3.83 3.88 3.90 3.92 3.88 3.93 3.96 3.97 

 Ｃ　  授業の進め方について セクション平均点 4.07 4.13 4.13 4.16 4.08 4.18 4.19 4.21 

8 説明の仕方あるいは指示の仕方は、理解しやすかったですか。 4.09 4.15 4.15 4.19 4.09 4.18 4.19 4.21 

9 話し方 ( 声の大きさや明瞭さなど ) や板書は、わかりやすかったですか。 4.07 4.13 4.14 4.17 4.10 4.20 4.21 4.22 

10 プリント、ビデオ、教科書など教材の使われ方は授業内容の理解を助けるものでしたか。 4.15 4.21 4.19 4.23 4.15 4.23 4.26 4.26 

11 学生の反応や理解度に応じた授業の進め方でしたか。 3.98 4.04 4.04 4.07 3.99 4.10 4.10 4.13 

 D　  授業環境について セクション平均点

12 クラスの学生数、教室の設備、備品などは適切な状態でしたか。 4.09 4.13 4.17 4.17 4.15 4.18 4.21 4.20 

 E　  授業内容について セクション平均点 3.94 3.98 3.98 4.01 3.95 4.03 4.03 4.05 

13 授業内容はわかりやすく整理されていましたか。 4.13 4.18 4.17 4.20 4.14 4.22 4.24 4.24 

14 授業の内容は、知的な刺激があり、興味深いものでしたか。 4.10 4.18 4.17 4.22 4.14 4.23 4.22 4.26 

15 授業の内容・構成は、シラバスで書かれた目標に沿っていましたか。 4.07 4.11 4.13 4.14 4.10 4.18 4.20 4.20 

16
授業のレベル ( 難易度 ) は適切でしたか。難しすぎたを５、易しすぎたを１とし、５～１の範囲で
答えてください。

3.46 3.46 3.46 3.46 3.43 3.48 3.46 3.49 

 F　  授業成果について セクション平均点 4.14 4.22 4.20 4.25 4.18 4.26 4.25 4.28 

17 この授業を履修したことで、この分野に関する新しい知識や考え方、技能などを修得できましたか。 4.14 4.20 4.19 4.24 4.17 4.24 4.24 4.28 

18 この授業を履修したことで、ものの見方や興味 ･ 関心を広げることができましたか。 4.11 4.20 4.18 4.23 4.16 4.24 4.22 4.27 

19 総合的に考えて、この授業を履修して有意義であったと思いますか。 4.17 4.25 4.24 4.27 4.20 4.28 4.28 4.30 

経年変化（全体平均点）

授業アンケート実施率

表３

表１

○授業アンケートについて
　この稿では、2016 年度の「授業
についての学生アンケート」の結果
を総括します。「授業についての学
生アンケート」は、前期末と後期末
に授業の一部の時間を用いて学生が
マークシートに回答する形式で行わ
れています。

1．授業アンケート実施率
　表１は、授業アンケートを実施し
て頂いた教員の割合を示したもので
す。FD委員会からの呼びかけもあり、
ここ４年間で実施率が上がってきま
した。授業アンケートは、全ての授
業担当者（専任・特任・非常勤講師）
に必ず１科目以上の実施をお願いし

ています。今後は 100％を目指して
いきたいと思います。

2．授業を履修した理由
　表2は、授業アンケートのセクショ
ン A「この授業を履修した主な理由」
の結果です。「授業の分野に興味が
あった」、「将来役立つと思った」の
ような積極的な理由も多いですが、

「必修科目だった」、「この時間が空
いていた」という消極的な理由も目
立ちます。また大学では、授業で指
定された教科書だけを用いるという
消極的な方法ではなく、内容に関連
して自ら複数の文献を探して読み進
めていくという積極的な学習の姿勢
が必要になってくると思います。

年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度

開講期 前期（％） 後期（％） 前期（％） 後期（％） 前期（％） 後期（％） 前期（％） 後期（％）

専 任 教 員 71.43 70.24 87.01 85.71 92.22 88.89 90.59 98.75

非 常 勤 講 師 45.92 52.87 50.16 58.62 62.90 61.48 68.40 69.23

表２

 ( 複数回答可 )

設 問 　 理 由
前期

（％）

後期

（％）

1．必修科目だった 46.5 47.8 

2．シラバスを読んで興味を

　  持った
13.4 14.4 

3．授業の分野に興味があった 15.8 15.0 

4．よい授業と聞いていた 3.7 4.0 

5．将来役立つと思った 10.2 8.5 

6．単位を取りやすいと思った 1.7 1.7 

7．この時間が空いていた 7.0 6.9 

8．無効回答 1.7 1.5 

この授業を履修した
主な理由（2016 年度）
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項 設問文
1 年 2 年 3 年 4 年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Ｂ　  あなた自身の授業への取り組みについて セクション平均点 3.94 3.90 3.91 3.85 3.85 3.82 3.74 3.83 

1
あなたはこの授業にどの程度出席しましたか。80％程度 (3 回程度の欠席 ) を ｢普通」とし、5
段階で答えてください。

4.61 4.37 4.37 4.19 4.20 4.06 3.76 3.89 

2 事前にシラバスを読み、授業の目的、目標、内容を理解して臨みましたか。 3.78 3.77 3.89 3.87 3.87 3.86 3.79 3.84 

3 授業に出席したときは、授業に集中し、熱心に取り組みましたか。 4.15 4.14 4.07 4.04 4.03 4.05 4.07 4.18 

4 この授業について、予習あるいは復習をしましたか。十分に行ったを５、全く行わなかったを
１とし、５～１の範囲で答えてください。 3.19 3.25 3.25 3.24 3.20 3.20 3.11 3.16 

5 授業の内容をよく理解できましたか。 3.97 3.98 3.95 3.93 3.93 3.95 3.98 4.06 

Ｃ　  授業の進め方について セクション平均点 4.16 4.21 4.22 4.20 4.17 4.18 4.21 4.27 

8 説明の仕方あるいは指示の仕方は、理解しやすかったですか。 4.16 4.22 4.23 4.21 4.17 4.18 4.22 4.25 

9 話し方 ( 声の大きさや明瞭さなど ) や板書は、わかりやすかったですか。 4.19 4.21 4.24 4.22 4.16 4.18 4.22 4.28 

10 プリント、ビデオ、教科書など教材の使われ方は授業内容の理解を助けるものでしたか。 4.22 4.25 4.29 4.27 4.25 4.24 4.26 4.34 

11 学生の反応や理解度に応じた授業の進め方でしたか。 4.06 4.13 4.13 4.12 4.09 4.12 4.14 4.21 

 D　  授業環境について セクション平均点

12 クラスの学生数、教室の設備、備品などは適切な状態でしたか。 4.30 4.32 4.23 4.17 4.08 4.07 4.01 4.08 

 E　  授業内容について セクション平均点 4.01 4.06 4.04 4.04 4.02 4.02 4.04 4.07 

13 授業内容はわかりやすく整理されていましたか。 4.23 4.27 4.25 4.23 4.22 4.20 4.24 4.28 

14 授業の内容は、知的な刺激があり、興味深いものでしたか。 4.18 4.26 4.23 4.24 4.23 4.24 4.31 4.35 

15 授業の内容・構成は、シラバスで書かれた目標に沿っていましたか。 4.18 4.21 4.22 4.19 4.18 4.19 4.23 4.24 

16 授業のレベル ( 難易度 ) は適切でしたか。難しすぎたを５、易しすぎたを１とし、５～１の範囲
で答えてください。 3.44 3.51 3.48 3.50 3.46 3.46 3.39 3.41 

F　  授業成果について セクション平均点 4.21 4.29 4.28 4.26 4.25 4.27 4.29 4.38 

17 この授業を履修したことで、この分野に関する新しい知識や考え方、技能などを修得できましたか。 4.21 4.29 4.28 4.26 4.25 4.27 4.27 4.36 

18 この授業を履修したことで、ものの見方や興味 ･ 関心を広げることができましたか。 4.16 4.26 4.26 4.25 4.25 4.26 4.30 4.37 

19 総合的に考えて、この授業を履修して有意義であったと思いますか。 4.26 4.30 4.29 4.28 4.27 4.28 4.31 4.40 

項 設問文
講義 外国語 実習・実験・実技 演習

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Ｂ　  あなた自身の授業への取り組みについて セクション平均点 3.83 3.79 4.06 3.94 4.09 4.06 4.10 4.11 

1 あなたはこの授業にどの程度出席しましたか。80％程度 (3 回程度の欠席 ) を ｢普通」とし、5
段階で答えてください。 4.35 4.17 4.47 4.19 4.53 4.34 4.47 4.36 

2 事前にシラバスを読み、授業の目的、目標、内容を理解して臨みましたか。 3.82 3.82 3.80 3.77 3.96 3.92 3.99 3.98 

3 授業に出席したときは、授業に集中し、熱心に取り組みましたか。 4.01 3.99 4.24 4.14 4.47 4.46 4.34 4.46 

4 この授業について、予習あるいは復習をしましたか。十分に行ったを５、全く行わなかったを
１とし、５～１の範囲で答えてください。 3.08 3.11 3.74 3.66 3.19 3.34 3.51 3.40 

5 授業の内容をよく理解できましたか。 3.89 3.88 4.03 3.97 4.29 4.26 4.17 4.35 

Ｃ　  授業の進め方について セクション平均点 4.15 4.15 4.22 4.20 4.40 4.36 4.34 4.47 

8 説明の仕方あるいは指示の仕方は、理解しやすかったですか。 4.15 4.16 4.22 4.16 4.48 4.41 4.32 4.49 

9 話し方 ( 声の大きさや明瞭さなど ) や板書は、わかりやすかったですか。 4.15 4.15 4.27 4.23 4.50 4.42 4.40 4.52 

10 プリント、ビデオ、教科書など教材の使われ方は授業内容の理解を助けるものでしたか。 4.25 4.24 4.27 4.25 4.23 4.28 4.36 4.44 

11 学生の反応や理解度に応じた授業の進め方でしたか。 4.04 4.06 4.13 4.17 4.39 4.34 4.29 4.44 

 D　  授業環境について セクション平均点

12 クラスの学生数、教室の設備、備品などは適切な状態でしたか。 4.12 4.10 4.40 4.37 4.41 4.44 4.49 4.45 

E　  授業内容について セクション平均点 4.00 4.01 4.01 4.03 4.21 4.20 4.14 4.22 

13 授業内容はわかりやすく整理されていましたか。 4.19 4.19 4.27 4.22 4.51 4.44 4.35 4.49 

14 授業の内容は、知的な刺激があり、興味深いものでしたか。 4.20 4.22 4.15 4.17 4.45 4.43 4.33 4.51 

15 授業の内容・構成は、シラバスで書かれた目標に沿っていましたか。 4.16 4.16 4.18 4.19 4.40 4.34 4.37 4.41 

16 授業のレベル ( 難易度 ) は適切でしたか。難しすぎたを５、易しすぎたを１とし、５～１の範囲
で答えてください。 3.45 3.47 3.45 3.53 3.48 3.59 3.49 3.47 

F　  授業成果について セクション平均点 4.23 4.25 4.16 4.20 4.44 4.45 4.43 4.52 

17 この授業を履修したことで、この分野に関する新しい知識や考え方、技能などを修得できましたか。 4.22 4.25 4.15 4.20 4.42 4.46 4.43 4.49 

18 この授業を履修したことで、ものの見方や興味 ･ 関心を広げることができましたか。 4.22 4.24 4.08 4.15 4.37 4.40 4.39 4.52 

19 総合的に考えて、この授業を履修して有意義であったと思いますか。 4.24 4.25 4.24 4.24 4.52 4.49 4.47 4.56 

学年比較（2016 年度）

授業形態比較（2016 年度）

表５

表４

3．経年変化
　表 3 は、最近 4 年間の全体平均
点です。項目 4 の「予習・復習をし
ましたか」について、毎年、他の項
目と比べて点数が低いです。授業の
内容を定着させるためには予習・復
習は不可欠です。特に予習に重点を
置き授業前に疑問点を整理しておい
て、授業中に質問して解決すると効
率的です。但し、項目 4 の「予習・
復習をしましたか」について、（対
象の集団が変わっていくので正確な

統計ではないのですが）4 年間で点
数が少しずつ上がってきています。

4．授業形態比較
　表 4 は、「講義」、「外国語」、「実習・
実験・実技」、「演習」の授業形態別
の比較です。比較的、「実習・実験・
実技」と「演習」の点数が高い傾向
があるようです。

5．学年比較
　表 5 は、学年別の比較です。特

に 1 年生は、高校と大学の授業の違
いに戸惑った人もいるかもしれませ
ん。授業についていけないなど困っ
た時には、その科目の教員に “ 勉強
の仕方 ” を聞いてみることをお勧め
します。

○授業改善に向けて
　今回の授業アンケートで、私も担
当している授業について貴重な意見
を頂きました。この声を基に授業を
改善していきたいと思います。
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文大だより

平成29年度
入学試験状況

平成 29 年度　推薦入学試験状況 

学科名 受験者数 合格者数

初等教育学科 207 94

初等教育学科（センター利用） 78 22

初等教育学科 ( 芸術体育系・自然環境科学系 ) 26 17

国文学科 158 66

英文学科 87 43

社会学科

現代社会専攻 77 43

現代社会専攻（センター利用） 53 16

環境・コミュニティ創造専攻 56 28

環境・コミュニティ創造専攻 ( 活動評価型推薦 ) 13 8

比較文化学科 96 52

比較文化学科（センター利用） 50 21

国際教育学科 25 24

平成 29 年度　編入試験状況

学科名 受験者数 合格者数

初等教育学科 14 8

国文学科 10 5

英文学科 15 3

社会
学科

現代社会専攻 9 1

環境・コミュニ
ティ創造専攻

7 2

比較文化学科 17 3

平成 29 年度　前期日程入学試験状況

学科名 受験者数 合格者数

初等教育学科 131 37

国文学科 100 44

英文学科 84 58

社会
学科

現代社会専攻 59 36

環境・コミュニティ創造専攻 69 23

比較文化学科 224 63

国際教育学科 68 27

平成 29 年度　中期日程入学試験状況

学科名 受験者数 合格者数

初等教育学科 964 101

国文学科 377 100

英文学科 286 97

社会
学科

現代社会専攻 120 65

環境・コミュニティ創造専攻 207 34

比較文化学科 226 84

国際教育学科 72 38

　平成29年３月23日（木）、午前11時より都
の杜うぐいすホールにて、平成28年度 都留
文科大学卒業式を開催いたしました。当日は、
桜のつぼみもふくらみ、春色がにわかに深ま
り始めるなか、733名（学部、専攻科、大学
院を含む）がそれぞれの道へ旅立ちました。
　卒業生のことばは、北川大智さん（初等教
育学科）が務められ、「私たちは、大学生活
を通して、挑戦することに自信を得ることが
できました。多くの人とのつながりを築くこ
ともできました。これらを糧に、新しい道を
歩んでいこうと思います。」と語られました。

▲卒業証書授与の様子 ▲卒業生のことば

▲応援団から
　卒業生への
　エール

当日の様子 ▼
文学部　初等教育学科  	   199
　　　　国文学科  	   126
　　　　英文学科  	   120
　　　　社会学科
　　　　　 現代社会専攻  	   83
　　　　　環境・コミュニティ創造専攻 　  67

　　　　比較文化学科  	   123

専攻科　文学専攻  	   5

大学院　臨床教育実践学  	   1
　　　　国文学  	   4
　　　　英語英米文学  	   3
　　　　比較文化  	   1
　　　　社会学地域社会研究  	   1

平成28年度
卒業者・
修了者数

平成28年度

　都留文科大学卒業式
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被 表 彰 者 名 概　　　　要
女子バレーボール部　春日　咲乃 山梨県大学バレーボール春季リーグ戦　最優秀選手賞受賞
女子バレーボール部　山田　愛 山梨県大学バレーボール春季リーグ戦　セッター賞受賞
女子バレーボール部　水上　和葉 山梨県大学バレーボール春季リーグ戦　リベロ賞受賞
女子バレーボール部　榊　真琴 山梨県大学バレーボール春季リーグ戦　スパイク賞受賞
女子バレーボール部　山田　佑真 山梨県大学バレーボール春季リーグ戦　サーブ賞受賞
女子バレーボール部　幡野　萌子 山梨県大学バレーボール秋季リーグ戦　最優秀選手賞受賞
女子バレーボール部　松尾奈津子 山梨県大学バレーボール秋季リーグ戦　セッター賞受賞
女子バレーボール部　細野　ちか 山梨県大学バレーボール秋季リーグ戦　リベロ賞受賞
女子バレーボール部　舩田　純香 山梨県大学バレーボール秋季リーグ戦　スパイク賞受賞

合唱団 全日本合唱コンクール全国大会　8 年連続金賞受賞、あわせて
日本放送協会賞受賞

女子バレーボール部
山梨県社会人 6 人制バレーボール選手権　優勝、クラブカップ
山梨県予選　優勝、山梨県大学春季リーグ・秋季リーグ　優勝、
関東甲信越大学体育大会　　準優勝　他

男子ソフトテニス部 第５回全日本国立・公立大学対抗ソフトテニス大会　団体優勝

　課外活動において特に顕著な成績を挙げ
たと認められる学生や団体、また、社会活
動において社会的に高い評価を受けたと認
められる学生や団体に対する学生表彰制度
により、9 名 3 団体が表彰されました。

　6 月 26 日（月）に、昨年度（平成 28 年度）、
学内において優秀な成績を修めた学生を表彰
する「成績優秀者表彰式」が行われました。
　対象となったのは、初等教育学科・国文学
科・英文学科・社会学科・比較文化学科の
２年生から４年生までの各学年で 1 名ずつ、
計 15 名の成績優秀者と、各学年で 4 名ずつ、
計 60 名の成績優秀者（今回は 2 名同点が 1
件あったので計 61 名）で、式典では横内理
事長と福田学長からお祝いの言葉を頂き、続
いて学長より表彰状が授与されました。
　また対象者には、平成 26 年度より創設さ
れた「成績優秀者奨学金」が給付されます。

平成28年度　

学生表彰制度に
よる表彰

成績優秀者表彰が行われました
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文大だより

　平成 29 年 2 月より、英文学科の Mt. Fuji Times 編集部の学生が
作成、発行するニューズレター「Mt. Fuji Times」が、富士急行線
の 5 駅 ( 大月駅、都留文科大学前駅、下吉田駅、富士山駅、河口湖
駅 ) で配布されることになりました。
　「Mt. Fuji Times」は、富士山周辺を訪れる外国人観光客や留学
生に向けて、バイリンガルで情報を発信している季刊誌です。英文
学科関連のイベントやおすすめの観光スポットなど、読んで楽しめ
る紙面作りを目指しています。私たち編集部は、英文学科の公認サー
クルとして平成 28 年 4 月に発足しました。
　今回の富士急行線の駅での配布にあたり、平成 29 年２月 23 日

（木）、堀内幸秀前編集長と私は、英文学科の加藤めぐみ先生と矢嶋
総務課長と一緒に、富士急行本社、交通事業部次長の石井謙一様を
訪問し、ご挨拶をさせて頂きました。駅での配布を励みに、さらに
充実した「Mt. Fuji Times」を制作していきたいと思っています。

Mt. Fuji Times 副編集長　
英文学科 2 年　長谷部 夏江

「Mt. Fuji Times」 
富士急行線５駅で配布

▼河口湖駅駅員の
　小泉征貴氏との一枚

▲富士急行本社前

　本学の学生有志が市内の小中学生に学
習支援や食事の提供を行う「つるっ子プ
ロジェクト」という取り組みを実施して
います。このプロジェクトは「大学生や
地域の方々と子どもたちが一緒に食事を
とったり、勉強をしたりすることで、笑
顔になってほしい」という想いから結成
されました。今回の子ども食堂「あつま
れ！つるっ子！」では地元の JA や地域
住民の皆さまの協力のもと開催されまし
た。今後も一か月に一回のペースでこの
活動を続けていきます。

本学の学生が
「子ども食堂」を開催

学習支援の様子

当日の様子
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キャリア支援特別講演会

　国井さんは、元NHKエグゼクティブアナウンサー
であり、長年に渡り担当されたドキュメンタリー番
組『プロジェクト X』で多くの挑戦者達と出会った
経験から、彼らとの出会いを通じて得たことや、人
生を切り拓いていくために大切なこととは何かを、
事例を紹介しながら熱く講演してくださいました。
中盤、誰もが耳にしたことのある『プロジェクト X』
主題歌、中島みゆきさんの『地上の星』を流すなど、
参加者はすっかりドキュメンタリー番組の世界に引
き込まれました。
　特に、「自分の足で現場に行って見ることが大切」、

「自分が感動しなければ、他人を感動させることは
できない」といった説得力のある言葉が印象的で、
社会に出ることに漠然とした不安を抱える学生達
に、力強いエールが送られました。

　平成 29 年 2 月 11 日（土）、本学特任
教授国井雅比古氏によるキャリア支援特別
講演会「プロジェクト Xで出会った挑戦
者たち～成功者にある共通点とは～」が開
催され、学生等約 50名が参加しました。

　5 月 14 日（日）、本学２号館にて山中博さん、杉山比呂之さん、松田弘武さん、森雅人さん
の計 4 名の講師を外部からお招きし、「『主体的・対話的で深い学び』の実践者への第一歩を！」
をスローガンとする学生主催のフォーラムが開催されました。
　山中博さんには「ボランティアのあり方・グローバルな人材とは」、杉山比呂之さんには「や
り方ではなくあり方から探る教師の姿」、松田弘武さんには「教員採用の現状から自らの望む
キャリア実現に向けて」、森雅人さんには「多様な教育現場から学校を捉え直す」のテーマで
多岐に渡るお話をしていただきました。

　当日は学生や教員の方、そして地域の方
の総勢 109 名の方が来場して下さり、教育
について真剣に、そして多角的に考える契
機となったと思います。　
　「まずは私から行動してみようと思いま
す。」、「価値観が広がった。」、「自分がどう
したいのか、どうありたいかを考える契機
となりました。」等々の前向きな意見を多く
の学生が持ったことで、都留が変わり、そ
して日本が変わっていく確信を持ちました。

（国文学科４年　青野秀哉）

当日の様子
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教育フォーラム開催

都留から日本を変える！教育フォーラム

都
留
か
ら
日
本
を
変
え
る
！

特任教授

　国井雅比古氏
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文大だより

平成28年度

地域教育相談室公開講座を開催

エクササイズの様子品田笑子特任教授による説明

　平成 29 年 2 月 4 日（土）に、都留文科大学 1 号館 1215 教室において、構成的グループエ
ンカウンターをテーマとした地域教育相談室公開講座を開催しました。構成的グループエンカ
ウンター（Structured Group Encounter: 略称 SGE）とは、人と人とが直接ふれあい人間関係
を形成するための有効な教育手法のことです。講座では、本学 COC 推進機構 品田笑子特任
教授と本学保健センター 箭本佳己カウンセラーの指導の下、参加者たちは関係形成初期に活
用できるエクササイズを次々に体験していきました。

　平成 29 年 3 月 18 日（土）に、都留文科大学 2 号
館 2101 教室において、第 2 回文大名画座『幕末太陽
傳』（1957 年公開）上映会を開催しました。上映前に
担当教員である本学 COC 推進機構の山口博史准教授
が、この作品の時代背景や映画内に出てくることばに
ついての解説を行い、その後、映画が上映されました。
参加者からは「解説の時代背景により（事前に知識が
あることにより）映画の内容を深く理解することがで
きました。」、「今後またこのようなジャンルの映画を
観てみたいと思いました。」等の声を頂きました。

第２回

平成28年度

第 2 回文大名画座を開催

山口博史准教授による

解説の様子
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『フィールド･ノート』の
合本を刊行しました

　2002年に創刊された『フィールド ･ ノート』は、2016
年に90号を迎えました。この冊子は、地域を観察し・記録
し・学びあうことをテーマとし、本学の学生が主体となっ
て編集しています。現在、都留文科大学地域交流研究セン
ターのフィールド ･ ミュージアム部門の機関誌として、年
４回、各号700部を発行しています。
　合本は、これまでのすべての号を12巻にまとめたもの
で、地域交流研究センターや本学附属図書館、都留市立図
書館でご覧になれます。
　今回の合本刊行にあたっては、大田 堯

たかし

元学長の『フィー
ルド ･ ノート合本に寄せて』と題した別刷りも発行しまし
た。合本とあわせてご活用ください。

（COC推進機構特任教授　北垣憲仁）

フィールド ･
ミュージアム通信

平成29年度  オープンキャンパス情報

・秋季オープンキャンパス
平成29年10月９日（月・祝）～13日（金）　
※11日（水）を除く
午前９時10分～午後４時20分

［主な内容］○公開授業体験
○キャンパスツアー
○進学相談会○学食体験国際教育学科特別講義

の様子 (秋季OC)

・夏季オープンキャンパス
平成29年７月15日（土）、16日（日）　午前９時～午後３時
15日(土)：教養学部 学校教育学科・地域社会学科

文学部 国際教育学科
16日(日)：文学部 国文学科・英文学科・比較文化学科・

国際教育学科
＊教養学部 学校教育学科・地域社会学科は、2018 年４月

に文学部 初等教育学科・社会学科を改組してできる新た
な学部学科です。

［主な内容］○学科別相談会○卒業後の進路と就職状況説明会
○学科別特別講義○進学相談会○留学制度相談会
○学生生活相談会○学生によるキャンパスツアー
○学食体験○学生企画○体育会、文化会等の活動報告

大学概要説明会の
様子 (夏季OC)

個別相談会の様子
(夏季OC)

キャンパスツアーの
様子 (秋季OC)

27都留文科大学報　第134号

２０１７年７月７日（金）



文大だより

同窓生支援による　
模擬面接試験体験会

第48回  つる子どもまつり開催

　５月 13 日（土）、教員を志望する学生を
対象に、教員採用試験 2 次試験対策『模擬面
接試験体験会』を開催しました。会には 134
名の学生が参加し、全国各地から参集した
32 名の同窓生講師により、様々なご指導を
いただきました。
　第一部は、代表学生が集団面接・集団討論・
模擬授業を公開で行い、本試験を想定した内
容を実践することで見えてくる弱点や改善点
等、面接官役の講師からきめ細やかな指導を
いただきました。見学した学生は、「実践内
容を客観的に見ることで、2 次試験対策とし
て自分に不足しているところを具体的に知る
ことができた」と感想を述べており、今後の

取り組みに繋がる良い刺激を得たようです。
　また、第二部では受験地域ごと教室に分
散し、各地域の試験内容に即したアドバイ
スや、集団面接・討論等の実践指導を実施し
ていただきました。学生にとっては、同窓
生の先輩方とつながることができる貴重な
機会となり、その絆を心強く感じたことと
思います。ご協力いただきました同窓会の
皆様には、この場をお借りして厚く御礼申
し上げます。

　５月 21 日（日）、都留文科大学を会場として第 48
回つる子どもまつりが開催されました。
　「子どもたちに地域の中で健やかな成長を遂げてほ
しい」という想いのもと、午前９時の開会式から３時
50 分に閉会式が終了するまでの間、ブース毎に工作
や演劇、音楽の演奏などのレクリエーションが行われ
る「くに企画」や、来場者全員参加の「みんなの広場」
などの企画が実施され、訪れる人たちの笑顔がはじけ
ました。
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名誉教授の称号授与
　野畑眞理子氏
　社会学科教授、25 年の長きに渡り本学で研究・
教育に取り組み、社会学科の基礎づくり、学科の拡
充、大学院の創設、二専攻化などに寄与された。ま
た、全学的に 2005 年にはじまったジェンダープロ
グラムへの貢献、2007 年度からの社会学科が社会
調査士資格の資格認定校となったこと、その後の運
営にも尽力された。予算委員長、社会学科主任、人
権委員長などを歴任。
　優れた多くの学生を輩出するなど、本学発展のた
め多大な貢献を賜り、誠に有難うございました。

採　用
加　藤　　　優（初等教育学科教授）
斉　藤　淑　子（初等教育学科特任教授）
原　　　まゆみ（初等教育学科特任教授）
小石川　正　文（国文学科特任准教授）
Hywel  Evans （英文学科教授）
樋　口　雄　人（社会学科教授）
西　尾　　　理（社会学科教授）
松　平　好　人（社会学科准教授）
齊　藤　みどり（比較文化学科准教授）
原　　　和　久（国際教育学科教授）
森　川　鈴　子（国際教育学科教授）
前　島　礼　子（国際教育学科講師）
山　辺　恵理子（国際教育学科講師）
町　田　宗　鳳（国際教育学科特任教授）
James Henderson（国際教育学科特任講師）
相　澤　　　崇（情報センター准教授）
亀　田　孝　夫（教職支援センター特任教授）
川　村　直　廣（教職支援センター特任教授）
宮　下　　　仁（教職支援センター特任教授）
小笠原　幸　夫（教職支援センター特任教授）
大　迫　弘　和（キャリア支援センター特任教授）
Delgrego, Nicholas（語学教育センター講師）

退　職
野　畑　眞理子（社会学科教授）
奥　脇　奈津美（英文学科教授）
中　島　康　雄（国際交流センター特任教授）
和　田　　　望（国際交流センター特任講師）
深　澤　知恵美（総務課主査）

転　入
学生課課長　　　澄　川　　　宏

市民部　地域環境課参事（大月都留広域事務
組合所長）

学生課課長補佐　髙　部　　　章
市立病院事務局　主幹

学生課保健師長　中　村　さき子
福祉保健部　健康子育て課主任保健師

総務課副主査　　井　上　和　洋
福祉保健部　長寿介護課副主査

総　務　課　　　杉　田　健　二
市立病院事務局長（兼）介護老人
保健施設つる事務局長

学　生　課　　　長　田　弘　美
会計課

転　出
市民部　市民課課長　　菊　地　　　保（学生課課長）
農業委員会事務局次長　藤　江　耕　正（学生課課長補佐）
総務部　総務課主幹（兼）課長補佐・行政防災室長

田　中　正　樹（経営企画課課長補佐）
市民部　税務課主査　　小　林　　　誠（学生課主査）

昇　任
国文学科教授　　長　瀬　由　美（国文学科准教授）
英文学科教授　　Hamish Gillies（英文学科准教授）
総務課主幹（兼）課長補佐
　　　　　　　　鈴　木　　　卓（総務課副主幹）
総務課副主幹　　関　戸　章　雄（総務課主査）
経営企画課副主幹　小　澤　初　美（経営企画課主査）
学生課副主幹　　田　代　　　崇（学生課主査）
学生課副主査　　上　野　　　剛（学生課主任）
経営企画課主任　横　田　祐太郎（経営企画課主事）
学生課主任　　　髙　野　裕　介（学生課主事）
学生課主任カウンセラー
　　　　　　　　箭　本　佳　己（学生課カウンセラー）

配置換
経営企画課主幹（兼）課長補佐
　　　　　　小　林　泰　憲（総務課主幹（兼）課長補佐）
学生課主査　櫻　場　江利子（経営企画課主査）

人 事 動異

平成29年１月21日（土）、名誉教授 白尾恒吉氏がご逝去されました。
平成29年１月28日（土）、名誉教授 楠元六男氏がご逝去されました。
ここに先生の生前の御功績を偲び、謹んで哀悼の意を表します。

訃 報
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　犬を飼ってから、犬の本が気になる。安岡章太郎に
『犬と歩けば』『犬をえらばば』というエッセイ集があ
り、志賀直哉や川端康成、坂口安吾などの文豪から、
遠藤周作、江藤淳、吉行淳之介ら文壇の犬好きのエピ
ソードが語られている。安岡たち〈第三の新人〉が犬
を飼うようになったのは、流行作家として安定した家
庭・家屋・生活を得る時期と一致していることが興味
深い。
　定住と安定と持ち家というのが犬を飼う条件なのだ
ろうか。たとえば志賀直哉は、奈良に自ら設計した家
を建てて犬を飼い、「犬」という短篇を書いている。
犬が逃げ出して帰ってくるというだけの話だが、犬が
帰るべき場所としての〈家庭〉をあぶりだしている。
また、坂口安吾は戦争中から戦後まで下宿や友人の家
を転々としていたが、四十代で結婚して一家を構える
とコリー犬を飼い始める。生まれたばかりの長男に嫉
妬した犬がかみつこうとした様子をかえって面白がる
ところが、相変わらずの無頼派作家らしくて面白い。
　仁科邦男『犬たちの明治維新　ポチの誕生』による

と、飼い犬という文化は近代的なものである。近代
以前、犬は村の犬、里の犬として、飼い主を持たず
放し飼いにされていた。それが明治期以降、個別の
名前を持ち、特定の家庭に属するようになったのだ
という。
　家庭での畜犬が始まって 100 年以上になると、飼
育法についての議論も様々である。従来は、犬は家庭
で序列を作る、人間は犬に舐められないようにしなく
てはいけない、とされていたが、近年では〈リーダー
論〉も解消されつつあるようだ。いわく、犬は人間を
仲間・パートナーとして見ており、犬との関係はフラッ
トなもので良いとか。リーダシップから関係性へ、と
いうのは、どこか教師論や育児論の流れと重なってい
るようにも思われる。また、
文学研究で言うなら作家論
から読者論への転回と重ね
ることもできるかも知れな
い。
　こんな風に考えていると
〈犬本〉をめぐってまだま
だ楽しめそうな気がする。

編集後記
国文学科教授　古 川 裕 佳

犬関連書籍と愛犬

▲

教室は楽しい授業で
いっぱいだ

山﨑 隆夫　著
2017 年 3 月発行
高文研　1,700 円 + 税

◇やまざき　たかお
　教職支援センター　特任教授

ひとはもともと
アクティブ・ラーナー！
―未来を育てる
　高校の授業づくり―

山辺恵理子・木村充・中原淳 編著
2017 年 3 月発行
北大路書房　2200 円＋税

◇やまべ　えりこ
　国際教育学科　講師

合唱エクササイズ
　指導編１

清水 雅彦　著
2017 年 3 月発行
カワイ出版　1,000 円 + 税

◇しみず　まさひこ
　初等教育学科　教授

東アジアの共通善
―和・通・仁の現代的再創造を
　めざして―

荒木 勝　監修、邊 英浩　編集 
2017 年 3 月発行
岡山大学出版会　750 円＋税

◇ぴょん　よんほ
　比較文化学科　教授

ぶ ん いだ 堂


